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    ◎開議の宣告 

〇柳 勝次議長 皆さん、おはようございます。ただいま出席議員は 14名

であります。定足数に達しておりますので、平成 21年嵐山町議会第１回定

例会第 16日の会議を開きます。 

                             （午前１０時０１分） 
 

    ◎諸般の報告 

〇柳 勝次議長 ここで報告をいたします。本日の議事日程はお手元に配

付しておきましたので、ご了承願います。 

  なお、第 17号議案 平成 21年度嵐山町一般会計予算議定についての

件から第 23号議案 平成 21年度嵐山町水道事業会計予算議定について

の件につきましては、討論する議員は本日午後の再開までに議長に申し出

てください。 

  以上で報告を終わります。 

  それでは、直ちに本日の会議を開きます。 
 



    ◎一般質問 

〇柳 勝次議長 日程第１、一般質問を行います。 

  順次質問を許可します。 
 

          ◇ 長 島 邦 夫 議 員 

〇柳 勝次議長 本日最初の一般質問は、第４番議員、長島邦夫議員。 

          〔４番 長島邦夫議員一般質問席登壇〕 

〇４番（長島邦夫議員） おはようございます。４番議員の長島邦夫です。議

長の許可が出ましたので、通告書に基づきまして一般質問をさせていただ

きます。 

  私の質問は通告書にありますとおり大きく分けて３つでございます。順次

質問いたしますので、よろしく答弁をお願いいたします。それではお伺いい

たします。 

  まず１番目としまして、広域路線バスについてお伺いをいたします。その

中にも３つほど分けてありますが、よろしくお願いいたします。 

  平成 19年の４月に私、一般質問の中で広域路線バスの乗客の増を目

的にした施策がないかということでお伺いしまして、それについてご答弁が

ございました。その後の進捗をお伺いをしたいというふうに思います。 

  ２番目としまして、当質問の中に各バス停間の利用者のチェックもすると

いうふうなご答弁をいただきました。なかなか細かいところまで配慮している

なというふうに思ったわけですが、１年たっているわけでございますので、そ

の経過もお聞きしたいと思います。特にときがわ町よりの２路線では、ときが

わの町民の乗客がふえているように見えます。これは見た目のことでござい

まして、計算したわけではございませんが、駅におりますと朝夕の通勤、通

学での利用、いわゆるこの前の答弁の中にもございましたが、モグリティー

マネジメントの考え方、過度に自己の車に頼らない、乗り合いバスを利用す

るというふうな考え方の一環ではないかなというふうに思うわけでございま

す。環境にも配慮したということであるというふうに思うわけでございますが、

そこでお尋ねをしたいのですが、利用者を、乗る距離が長くなれば自己負担

も当然ふえるわけでございます。ワンコイン形式というふうなことではござい

ませんので、そのようになるのだというふうに思います。そこで町の負担割

合を、この前の答弁ですと距離案分だというふうに聞いておりました。ただ、

距離案分でも、よく考えてみると嵐山のお客さんよりときがわのお客さんが

ときがわの２路線については多いように見えるのです。それで、そこから乗

客の数に応じた負担割合というのは出てきてもいいように思うのですが、ど

のようにお考えなのか、またそのようなことがもう計算の中に入っています



よということであれば、私の勘違いのところがあるわけですが、この前の説

明ですとそのようなことだったものですから、質問をさせていただきました。 

  それと３番目に、小中の学生の通学時に利用できないかということで質

問をさせていただきました。そのお答えとしまして、ＰＴＡとか校長会に投げ

かけてみて、議論してみたいというふうな答弁もいただきました。私は、その

ときにてっきり、学校にバス停が必ずあるわけですから、その後、そのような

ことには解決するというふうに思っていたのですが、ぜひ経過をお聞きした

いなというふうに思うところでございます。 

  ２番目としまして、ボランティアによるまちづくり参加についてお聞きした

いというふうに思います。 

  現在地方公共団体におきましては人口の減少、高齢化、税収の伸び悩

み、自治体としてのいろんな必要経費の増大など、財政収支の悪化は目に

見えて深刻さを増しているわけでございます。今後地方財政の中央依存や

国が地方を支えるというような制度というのは、今までの制度みたいなもの

は徐々に機能しなくなるというのは当然心配されるものであります。今後自

治体の経営において地域をビジョンを持ってマネジメントする考え方、また

官と民のコラボレーション、この２つの指針が重要になるのではないかなと

いうふうに私は考えております。自分たちの町は自分たちで守る、自分たち

の将来は自分たちで考えると、そのように考えておるわけでございます。積

極的に自治体経営に参加し、官民協働の体制をつくらなければというふうに

思うところでございます。現在町にはいろいろな自治体、支援団体、ボラン

ティア団体が存在し、子供から大人まで活動はしております。また、団塊の

世代の退職者が多くある現在、ボランティア精神を持って地域、社会の貢献、

奉仕、会員相互の触れ合い、生きがいなどボランティア活動に関心がある

方も多く出てきております。しかしながら自分の特技を生かした活動をしたく

ても、ではどこへ相談したらいいのか、では町の何課に相談したらいいか。

福祉については社会福祉協議会の中にセンターがございますが、それ以外

のところは、このようなときであればこのような課がいいのかなという総体的

なものをそこにご相談なさるというのが現状ではないかなと思うわけでござ

います。総括的に相談いただけるボランティアセンターみたいなものが設置

できないか、お伺いしたいというふうに思います。 

  実例では、近隣の町村であれば、東松山で自主的なボランティア団体が

そのような活動を始めたという話も聞きますし、昨年私が研修に行きました

湯河原町でも、そこは主に、湯河原ですから、観光地ですから、観光ボラン

ティアということで研修に行ったわけですが、そこでもいろいろな、観光だけ

ではなくて、災害ですとか、イベントですとか、いろんな、ここにございますが、



環境ボランティア、育児、保育のボランティアさん、図書館ボランティア等たく

さんございますが、自分がここで活躍してみたいところを登録しというふうな

システムになっているというふうなことでございます。当町でもいかがなもの

かというふうに思うのですが、考え方をお伺いしたいと思います。 

  それと１つ訂正しておわびをしたいというふうに思うのですが、総括ボラ

ンティアセンターの総括という字ですが、これをちょっと私も変換が間違えま

して、この文字ですと全体を取りまとめて、取り締まるという意味がございま

すが、そうではなく、全体を取りまとめるの総括にかえていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

  ３番目としまして、町道の整備についてお伺いをしたいというふうに思い

ます。鎌形区では、町道１―17号線の整備依頼要望書を平成 10年３月の

15日、平成 13年の７月の 13日の２度提出してあります。10年から 13年

の間は進捗がないからまた同じようなものを出したというふうに思っておりま

す。以来、行政のお力により暫定的に、距離が長いものですから待避場が

つくられた経緯がございます。しかし、その後進んでいないわけでございま

す。近年徒歩の観光客、また車両の観光客も本当に多くなっているわけで

ございます。生活道としての地元の利用者は、そのようなことがありながらも

トラブルがないよう日々活動しているわけですが、緊急車両の通行にも支障

が出るというふうな話も聞いております。交通事故が起こらなければいいわ

けですが、起きてからでは遅いわけでございますので、平成 10年ということ

であれば、随分もう、10年たっているわけです。早急に計画が実行されると

いうふうなことでなければ、区と話をして、ある程度の見込みを出していただ

いて等の話し合いが必要ではないかというふうに私は思うわけですが、ひと

つご検討をお願いいたします。計画をお伺いできればというふうに思ってお

ります。 

  以上、大きく分けて３点でございます。よろしくご答弁のほどをお願いい

たします。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、金井政策経営課長。 

〇金井三雄政策経営課長 お答えをいたします。１番の（１）と（２）につきま

してお答えをさせていただきます。 

  まず１番の関係でございますが、広域バス路線の平成 19年度の利用者

の関係でございますが、まず３万 2,526人でございました。そして、１日平

均が 110.3人でございました。そして、平成 20年度、これ２月末、11 カ月

で見てみますと、現在３万 6,336人でございまして、１日平均 121.9人に

なっておりまして、前年に比較して約7,000人ぐらい利用者がふえてきてい



る状況でございます。 

  それで、町ではこの乗降客数につきまして、現在２つの方法を検討して

おります。まず１点が、新ルートをつくったらどうかということで、新しいルート

の検討をしております。また、南部地区の事業所から路線バスの時間帯を

調整してほしいという要望が来ておりまして、その時間帯の調整をできれば

ということで、この２点、今イーグルバスさんと協議をしています。ただ、とき

がわ町さんと共同運営でございますので、嵐山町だけで、単独で時間を設

定ができないという問題がございます。というのも、あとバスの発車時間が

もう少し短い間隔でどんどん出ていれば時間調整がうまくできるのですけれ

ども、大体１時間に１遍でございますので、１回行ってきますと次の時間帯ま

での時間調整が大変難しいところがございます。ときがわ町さんも玉川の工

業団地から玉高までのバス路線を延伸してほしいという要望が来ておりまし

て、これについて三者で協議を進めていくということになっております。今の

ところときがわ町さんがこれに伴いましてアンケート調査を現在実施してお

りまして、そのアンケート結果を受けてまた会議をするわけなのですけれど

も、現在町とイーグルさんでは、月に１回ずつ 12月から路線の変更等につ

いて協議を重ねておりまして、いま少し利用者がふえるようにということで考

えております。最終的にはときがわ町さんと嵐山町とイーグルさん、そして

埼玉大学の交通工学の教授を入れた活性化委員会を５月連休明けに開催

をして、最終的に政策をもう一度見直しをしていきたいと思っております。 

  ただ、陸運事務所に申請をして３カ月かかりますので、ここでいきますと

今年の 10月ぐらいに最終的な路線変更等、時刻表の変更も兼ねてやって

いきたいと考えております。 

  また、２点目の（２）の費用負担の関係でございますけれども、これにつき

ましてはときがわ町から来ております２路線については、52％が現在ときが

わ町、嵐山町が 48％、計算しますとそういう割合になってまいります。昨年

その状況をバス停ごとに調査をしました。そうした結果、やはり嵐山から乗っ

たりおりたりするのは多くて３割、１割から３割程度、あとはときがわ町さん

の方が利用しているのが多いかなという状況でございました。特に旧都幾

川村役場さんのところから来るバスについては、大蔵でかなり乗りおりをし

ております。日影から来るバスについては、鎌形の集会所のところで乗りお

りがちょっとあるのですけれども、ほかは余りないという状況でございました。 

  そして、費用負担の関係でございますが、これについては現在距離案分

で行っております。ときがわの担当課長には私のほうから口頭で費用負担

について若干見直しをしたいということでお話はしております。ときがわ町さ

んも一応了解はいただいております。ただ、一番難しいのが、路線につきま



しては共同運行で行っておりますので、運行するときに嵐山町からときがわ

町さんに一緒に共同運行してほしいという要請をしてありますので、一概に

利用者負担を大幅に上げることはできないのかなと思っております。ただ、

利用者がふえればふえるだけ町の損失補てんが減るわけでございますの

で、そういう面から考えていきますと利用者割というのは、反対に今度はとき

がわ町さんからすると、うちのほうがうんと乗っているから費用が少なくて済

むという考えも出てくるのかなと思っております。ただ、ときがわ町さんのほ

うにつきましては、一応うちのほうの考え方については配慮していただける

ということになっておりますので、連休明けにはある程度話が進んで、21年

度予算には反映できるかなと考えております。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 続いて、小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、私のほうから１番の（３）につ

きましてお答えをさせていただきます。 

  この件につきましては、先ほど議員さんのほうからお話がありましたよう

に平成 19年の第４回の定例会でご質問いただきました。その後、校長会の

ほうに報告をさせていただいたところでございます。内容ですけれども、前

回も申し上げたところでございますけれども、通学路につきましては学校の

管理下というふうなことでございまして、ＰＴＡ主導で決定しているというふう

なことでございます。また、小学校の通学の方式と申しますか、につきまして

は、基本的に徒歩通学というふうなことで認識をしておるところでございまし

て、中学校においては徒歩、または自転車通学というふうなことでございま

す。それで、特に小学校の登校と申しますか、下校もあるわけでございます

けれども、特にそういったとき班長さん、または上級生がおるわけでござい

ますけれども、そういった子供たちが下級生たちをまとめながら、また下級

生は上級生に学んだり、あるいは敬ったり、いわゆる縦割り活動を経験する

貴重な体験でもあります。また、ご承知のように登下校時大変多くの地域の

方々あるいはＰＴＡの方々にも見守りをいただいておるところでございまして、

こちらとしても大変感謝しておるところでございます。これらの方々との交流、

これも貴重な社会体験であるというふうに考えております。 

  そういった中で、本町のいわゆる小学校におきましての通学距離を申し

上げますと、最高でも約４キロ程度というふうなことでございまして、いわゆ

る徒歩通学の範囲内であるというふうに考えておるところでございます。今

後小学校の児童につきましては徒歩通学を基本として考えていきたいと、こ

ういうふうに考えておるところでございます。 

  以上です。 



〇柳 勝次議長 最後に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 長島議員さんの３番の道路整備についてお答えをさせて

いただきます。 

  道路整備、１―17号という道路なのですが、通常観光道路と言われてい

るところなのです。嵐山の川のほうに折れていく、県道から右に折れていく

道路なのですが、そこのところの話でございまして、今まで用地買収が 44

年、45年、そして改良工事がそれに合わせて 45年から 48年に 450 メー

ター整備がされたとか、そして舗装工事がまた 51年に 450 メーター整備が

された。また、平成 17年度には 100 メーターにわたりまして待避所の整備

が行われました。こういう長い道路なのですが、この赤いところが待避所の

整備ということで、今言ったように平成 17年にさせていただいたところなの

です。こういうところなのですが、議員さんおっしゃるように、あそこのところ

にシーズンになりますと川のほうに入っていく車が多くなるわけです。それと

川のほうから出てくる車があったりということで、すれ違いをするのに大変狭

い場所も実際できております。そういうものを地元の要望が、今言ったように

平成 10年、それから 13年、２回提出をされているということでございます。

道路の整備につきましては、議員さんもご案内のとおり全町から大変な量

が出されております。そういう中でどこのところをどういうふうにするというの

が一番難しいところなのですが、利用度の高いところ、あるいは危険度の高

いところ、それから通学路の整備を今重点的にやっているわけですが、そう

いうような通学路の指定をされているような場所、あるいは交通事故の発生

が多い場所を含まれた道路とか、いろんな要件の中から財政を見ながら、

そして地域の皆様方の、区長さんを中心に出されてくるわけですけれども、

ご要望あるいは実情をお聞きをしながら、そういう中で選ばせていただいて、

やらせていただくということで進めているわけです。そういうのが前提なので

すが、やはり公正、公平、いろんな地域の皆様方の地域感情等も十分配慮

する中で、できるだけ多くの地域のところに、一つのところに固まらないで、

多くの地域のところに道路整備が行き届くような形で事業も分散をさせてい

ただいて行わせていただいている、そういう状況でございます。 

  そういう現状の中で、今お話の道路なのですが、鎌形地区、大変今道路

に取りかかっている箇所がほかの地区に比べても多い状況でございます。

当面は今取りかかっている道路を仕上げることが最優先でございまして、そ

ういうことから、どこの地区もそうですけれども、そういうふうな形で取り組ん

でいきたいというふうに思っています。その上には、今言ったように道路の

置かれている状況というものもこれから十分に勘案をしながら、町での道路

整備計画に基づきまして順次、財政と相談をしながら取り組んでいきたいと



いうふうに思っております。 

  今お話の観光道路、町道１―17号につきましてはそういう状況でござい

ますので、事情をご勘案をいただきまして、何月何日から取り組みはできる

というような状況に今ないわけでございまして、よろしくご理解いただきたい

というふうに思います。 

  それから、２番のボランティアによるまちづくりについて、ちょっと順番が

かわってしまいましたけれども、触れさせていただきます。 

  嵐山町では今地域経営という手法をとりまして、町で一番上位計画でご

ざいます総合振興計画に基づいたまちづくりを進めていこうということでお

願いをしているところでございます。それには、議員さんおっしゃったように

嵐山町の町民、そして嵐山町にかかわりがある人たち、また行政区、それ

から婦人会ですとか、老人会連合会ですとか、多くの組織、それから企業、

会社ですね、それからＮＰＯ、ボランティア組織、そういう人たちが多く参加を

していただかないことにはまちづくりというのはなかなか進まないわけであり

まして、そういう人たちに参加をしていただくような努力をしているところでご

ざいます。それには地域触れ合い事業等を取り入れる中で、地域コミュニテ

ィー事業を取り入れる中で、こういったまちづくり、地域経営のまちづくりにつ

いてご理解をいただきながら進めているわけでございます。一緒にお話もご

ざいましたけれども、社会福祉協議会でも社会福祉協議会をより理解をして

いただくための事業も取り入れて、そしていろんな形で社協の行事に参加を

していただく、町や行事に参加をしていただく、社協でもそういう事業を展開

をしております。そして、お話もございましたけれども、社協については福祉

団体、福祉関係のボランティアさんを中心に大変多くの事業に参加をしてい

ただいております。社協に登録をされている団体だけで、団体ボランティア

の会員数が 833人、それから団体ボランティアが 44、個人ボランティアが

98 ということで、会員数も 833名、大変多くの人たちがご協力をいただいて

きております。このほかにお話をいただいたように毎日、毎日老人会連合会

の皆さんを中心に安心安全の交通事故防止、子供たちの見守り活動、こう

いうものにもたくさんの人たちが参加をいただいております。また、教育関係

については、お話がありましたように学校応援団というような参加者も、この

前お話をお聞きをしたところですと、生徒が小学生で約 1,000名弱ですけ

れども、330人を超えるのではないかというような参加の人たちがいらっしゃ

る。それよりふえているという話も聞いております。そういうような状況。それ

がいろんな、各般にわたる応援をいただいております。そのほかスポーツ少

年団の指導でございますとか、いろんなところにも応援をいただいておりま

す。地域の事業整備等にも、環境整備等にもご協力をいただいている。そう



いうことで本当に大勢の皆さんが、ここ数年右肩上がりで参加人数もふやし

ていただいているという状況がございます。 

  それで、議員さんおっしゃったようにリタイアをした人で技術を持ったり、

いろんな知識、経験をお持ちの人たちがボランティアに参加をしていただけ

るのではないか、そういう窓口をつくったらというお話ですけれども、町には、

実は嵐山町触れ合いバンクというのが、教育委員会でつくったものがありま

した。それでそこのところにも登録をしていただいた人たちがたくさんいらっ

しゃるのですが、民謡の先生、書道の先生、調理指導の先生、着つけの先

生とか、茶道、陶芸、エアロビクス、いろんな方が登録いただいていたわけ

なのですが、この登録をいただいた人たちが十分活躍、活動していただける

ような基盤づくりが、ちょっと体制が整わなかったのかなと。登録はいただい

たのだけれども、活躍をする機会が少なかったというようなことがありまして、

現在休業状態、機能をしていない状況になっております。ですので、こういう

もったいないことをしないように、これからもいろんな形でご協力をいただけ

る人たちの力を一つにして、それでそれをまちづくりのところに生かしていき

たい、そういう取り組みをぜひ図っていきたいというふうに思っています。 

  それで、その窓口ということなのですが、福祉の関係については社協で

今ボランティアの窓口がございます。それから、教育関係について学校応援

団ということだとか、いろんなものについて教育、学校のほう、あるいは教育

委員会のほうにも、スポ少だとかいろいろあるわけですので、どういうふうに

まとまっているのかわかりませんが、そういうふうにある。それから、安心安

全の関係につきましては総務課のほうの交通係だとか、災害係だとか、そう

いうようなところで受け持っているというようなことで散らばっているわけなの

です。ですので、そういうものをぜひ一つにまとめられるようなボランティア

センター、おっしゃるようなものができてくるとより参加をしやすいような状況、

体制がとれるのかなというふうに考えております。ぜひお話をいただきまし

たような考え方を研究をしながら、その方向に進めていって、そして核にな

るようなものができていけばいいなというふうに考えています。 

  それで、計画がこれから進められていくわけですけれども、町民交流セ

ンター、公民館のリニューアルといいますか、向こうのところがいくわけです

が、そういうようなところに多くの人たちに集まっていただく。それにはそうい

うようなものもしっかりあそこの場所に位置づけていく必要もあろうというふう

に考えております。今後におきましてそういうものも念頭に置きながらボラン

ティアの人たちをできるだけ一つにまとまって、まちづくりにご協力いただく

体制をしっかりとっていきたいというふうに思っています。 

〇柳 勝次議長 それでは、再質問を許可します。 



  長島議員。 

〇４番（長島邦夫議員） それでは、再質問をさせていただきます。質問の

順に再質問をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  まず最初に、広域路線バスの乗降客の増大についての進捗はどうなっ

ているかということでお伺いをいたしました。１年間の間に随分成果が出て

いるなというふうな感じはしております。でももう３年もたつと、今の路線にお

いての考え方というのはそろそろ行き詰まってくるのではないかなというふう

に思うわけでございます。また、当町だけではないですから、ときがわから

利用しているわけですから、ときがわの町ではまたそれなりの対策を立てて

いるのだというふうに思います。ときがわの場合、越生に出るほうのルートと

いうのは随分あるのだというふうに思います。ただ、越生から都心に向かう

場合は１回乗りかえなくてはならないということで、例えば川越に行くのであ

れば、嵐山に来て、それから向かうと、そのような利用勝手の方法の違いだ

というふうに私思うわけですが、どっちにしろ今のところではときがわの方が

何か優位に立っているというか、利用勝手がいいというのか、なっているの

ではないかなというふうに思うわけでございます。当然最初の考え方で、嵐

山の中心地にもときがわの方が来て、少し活性化をしていただきたいという

ふうなことも大分考えの中にあったわけでしょうから、それについてはバス

路線をそこに走らすこと以外、あとはもうそのお客さん次第のことですからど

うにもなるわけではございませんけれども、その考え方というのもあったわ

けでしょうから、なかなか乗降客の、ときがわのお客さんが多いからといって、

負担を多くしてくれというのはなかなか言えないのではないかなというふうに

思うわけでございますけれども、これはときがわと嵐山が両方うまくいかなく

てはならない事業でございますし、ときがわの方だけが利用するバスがあ

れば、ときがわは当然嵐山は入らないで、森林公園とか、つきのわの駅に

行ってしまいます。そういうふうなのも、もちろんこれは駆け引きでございま

すから、ときがわは少しでも出してほしいだろうし、うちのほうも少しは出して

もらいたいという考え方のところで進むわけでしょうから、慎重に対応してい

ただいて、距離案分だけではなく、少しはそういうところも考えてほしいです

なというふうなことで、駆け引き的な要素に使っていただきまして、少しでも

我が町の負担が少なくなれば、そしてお客さんがふえてくれれば一番いいと

いうふうに私は思っておりますので、努力していただきたいなというふうに思

うところでございます。 

  ２番目のこともあわせて質問しましたですから、３番目に移らせていただ

きたいというふうに思います。学校の通学路の管理下はＰＴＡ、学校にあると

いうことなので、その中の教育の一環で通学に対しても学校ではそのような



考え方をしているという、いわゆる縦割り行政、班長さんから、上級生から

通学時においてもそのような教育を目指しているということでございますか

ら、それはそれでもいいと思います。だが、すべての方が利用したいという

ふうに申し上げているわけではないと思うのです。私に相談なさる方も、そう

いうシステムがあってもいいのではないかというふうなことでございますので、

毎日ではないと思うのです。例えば、きょうは朝は集団で登校できるわけで

すから、帰りが、きょうは出迎えに出られないとか、そのようなことが考えの

中にあるというふうに思っておりますし、すべて、毎日バスに乗りたいという

ことではないというふうに思うのです。ですから、そこを許可していただける

か、いただけないかの話だというふうに思うのです。私、前もこういう危惧し

ているということは話しましたですけれども、いわゆるいじめの対象ですとか、

その辺特別視に見られるというのは非常によくないですからやめたほうがい

いと思うのですが、たまに利用して、きょうは特別なのだよというふうな感じ

で学校に許可をいただいて乗るだとか、そのようなことを言っていると思うの

で、その点についてはどんなものなのかな。すべて不可なのですよというふ

うなことであればまた違うのですが、再答弁をお願いできればというふうに

思います。 

  続きまして、大きい２番のボランティアによるまちづくりの参加、いわゆる

言葉どおりボランティアによるまちづくりの参加ですから、ボランティアの方

がそういう気持ちがあっても受け入れる体制がなければ、せっかく、先ほど

の町長の説明にもありましたとおり教育委員会でそのシステムをつくったと、

ただ機能はしていないかもしれないと。まず今言ったように登録していただ

いて、何があなたがボランティアとしてやっていただけますかという、その第

一歩が、その人の気持ちの第一歩の精神だと思うので、登録することに、あ

あ、私はそれではこれについて町に何かやろうとする気持ちの始まりだとい

うふうに思うので、まず登録というのは大事だと思いますし、その中には資

格ですとか、特技だとか、いろいろなものがあると思います。いわゆるシステ

ム的に行政がその中にかかわっていくのかというふうなことというのは、私

もはっきりそれがいいかどうかはわかりません。民間の方が、そうやって担

っていただける方が、それもすべてボランティアでできればいいなというふう

には思いますけれども、ただ取っかかりとしてやっぱり行政の指導というの

は最初はないと無理なのかなという感じもしないわけでもございません。と

にかくいろいろな団体に町は補助も出し、いろんな面で協力しているわけで

ございます。ただ、すべての団体を全部網羅したボランティアセンターなんて

いうのは、それはまず無理でしょうから、そこに登録して、今後入ってくる方

を仲介的に、センターの仕事とすればこういう団体もありますよ、こういう団



体もありますよという紹介から始まったので、私は十分だと思うのです。それ

と今ボランティアの保険もございますから、自分がけがをしたときでもあるし、

また他人にけがをさせる場合もあるわけです。そういうときに奉仕的な精神

で出ていただけであれば、それなりのまた保険に加入していただくのも必要

ですし、そういう場合には当然ボランティアセンターで加入するだとか、また

はボランティアセンターの資金の中で、すべての方に無料で入っていただく、

そのようなものを、資金的なものも当然行政が出さなければ最初は成り立

たないのではないかなというふうに思うところがございます。 

  ちょっと私がここに書いた限りでは、文化財のボランティア、青少年の健

全育成のボランティア、農林、環境に対してのボランティア、さっき言われた

ように福祉のボランティア、あと防災、交通安全のボランティア、それと観光

のボランティアといろいろ上げれば切りがないわけですが、取りまとめなん

ていうものは非常に膨大な仕事になるわけですけれども、少しずつでも前向

きに、今町長さんお話しになったように、私が質問しなくとも当然今までの町

の総合振興計画の中で、いろいろの委員さんが集まって、いろいろ協議なさ

って町に提言しているわけですけれども、その中にも随分出ております。そ

ういう時代なのではないですかというのが皆さんが思っているところなので、

ぜひ一つにまとめて、よりいいボランティアの、気持ちがあっても対応してく

れるところがないと困ってしまうわけですから、ぜひいい方向に持っていって

いただければというふうに思うのですが、時間を切るわけではないですが、

町長そのように一つにまとめたいという今答弁いただきましたので、将来的

にわたって考えを進めていっていただけるとは思いますが、ぜひその点ちょ

っと時期的なものも含めてご答弁できるようでしたらお願いできればというふ

うに思います。 

  ３番目としまして、町道の整備についてでございますが、鎌形はたくさん

始まっているから順番なのでしようがないですよというふうに言われてしまう

ともうそれだけなのですけれども、私も鎌形の中に出ている事業についても

公平に思って質問しているわけでございます。ちょっと危険だなというふうに

思うわけです。今言ったように、町長が今地図を見せてくれたところあります

が、赤地のところが対応したところで、白地のところについては現在でも十

分対応できているところもございます。ただ、その中でも随分狭いところがあ

りますので、地元の人は譲り合う気持ちがありますから、向こうから車が来

れば待避所で待っていなくてはならないなというふうな気持ちがありますか

らそれなりに進むわけですけれども、観光の方は初めて入ってくる方もいる

わけですから、堂々と真っすぐスピードを出して入ってくるわけです。そういう

ときに交通事故が起きなければいいなというふうに思うわけでございますし、



いろいろなトラストに向かうのにそこを通らなくてはならないので、なるべく車

で入っていかないように観光協会のほうとしても、バーベキュー場の駐車場

に無料で結構ですから置いてくださいよと、そのようなこともしているわけな

のですが、民間でやっているところもその奥にはございます。そこへ行くに

は車で行く、歩いていくというわけにはいきませんので、当然車で入っていき

ます。即事業を初めてほしいという考えもありますが、とにかく地元の人と、

これだけもう要望をしている時間がたっているわけですから、少し話をしてい

ただいて、町はこのように思っているのですというのを、区長さんに話すだけ

ではなくて、地元の方に、地権者の方、利用者の方に話せる時間をつくって

いただければというふうに思うのですが。それが第一歩だと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  広域路線バスの１と２については再答弁は結構でございます。ほかのも

のについては再答弁をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、３点目の通学路の路線バス

の使用の関係です。例外的なことが考えられないかというようなご質問でご

ざいます。議員さんおっしゃるようにいろんなケースがあろうかなというふう

に思っております。特に徒歩で通学が困難と申しますか、一時的なこともあ

るでしょうし、というのは、けがをして一時的なこと、あるいはある日熱がある

とか、そういったようなこと、あるいは障害のある方もあろうかというふうに考

えております。現在は学校とそういった方々の、いわゆる保護者で協議をし

て、いわゆる普通車というか、自家用車というか、そういったものでの送り迎

え等もしているケースもあるというふうなことでございます。そういった中で、

ご提案のいわゆる路線バスの利用というのも非常に大きな方法の一つであ

るというふうに考えておりまして、これらについてもまたできるかどうかちょっ

と検討してみたいというふうに思っております。 

  なお、長島議員さん鎌形ですので、ちょっと鎌形の例を申し上げてみま

すと、登校、植木山で７時 21分、時刻表です。乗りますと、菅谷小学校のと

ころに７時半に着くのです。これ以降ですともう９時以降になってしまいます

ので、登校ではこれらしかないと。始まりが８時 20分ですので、50分程度

待つというふうに学校ではなるかというふうに考えております。下校なので

すけれども、４校時、５校時、６校時が主な内容になるのですけれども、４校

時ですと、大体 13時 45分ぐらいに今学校が出られるということですけれど

も、バスですと 14時 19分、約 30分ぐらい待たなければいけないと。それ



から、５校時ですと 15時に終わって、バス路線が 15時 39分ですので、約

40分程度待つと。それから、６校時、これが 15時 50分ぐらいに終わるの

ですけれども、バスですと 17時 50分ということで約２時間ぐらい待たなけ

ればいけないと。ですから、こういうような課題もあるわけでございますけれ

ども、ただ方法としては可能かなというふうに考えておりますので、今後もま

た検討等もしていければいいかなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 最後に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 ボランティアと道路整備についてお答えさせていただきま

す。 

  ボランティアの重要性というのは本当に日々増してきているわけでござ

います。ちょっと前になりますけれども、東京都の知事選のときに石原知事

さんが地域づくりに向こう三軒両隣が必要だという話を、東京都の知事さん

が言っているのがすごく印象的だったのです。それぐらいにああいう大都市

の中でもやっぱり行政のやるところだけでなくて、やはり助け合いの互助の

精神、そういうものが地域にないとなかなかすべてがうまくいかないのだと

いうのが、そういうところにあらわれてきているのかなというふうに大変印象

深く思いました。新聞の情報ですけれども、この間うちの新聞に社会貢献に

関心がもうどんどん高くなっているという記事なのです。それで、総務省の

社会生活基本計画、これ 06年の調査ですけれども、過去１年間にボランテ

ィア活動をした人の割合というのが 60から 64歳で 29.1％、65から 69歳

で31.1％、70歳以上が23.4％、この数字というのは01年の前回の調査

に比べて２ポイントもふえているということなのです。関心がだんだんと高く

なっている。それで年代を問わず国民の社会貢献に対する意識は高まりを

見せていて、社会意識に関する調査、これは内閣府なのですが、社会のた

めに役立ちたいと回答した割合というのが 74年の調査のときには 35.4％

だったそうです。それが 08年度の調査では 69.2％、大変ふえているので

す。何か自分にできることは。それで同じ新聞情報なのですが、地元をよく

することは自分たちの生活の質を高めることになるのだと。それで私が不在

の間、会社勤めをしていたとき、家族を守ってくれた地域への恩返しのつも

りもあるのだということで、この人は一番嫌いなことは引退だとか、余生だと

か、そういうことが一番嫌いなのだと。生涯現役、この精神で地域貢献をし

ていきたいという記事が載っております。それぐらいに地域の人たちという

のが社会に、あるいは地域に、いろんなことを、自分でやれることをやって

いきたいという意識が高まりを見せている。このときにやはり行政のほうでも

何らかのアクションを起こさないというのはないと思います。 



  それで、期限、時期、そういうものはどうなのだというお話ですけれども、

社会福祉協議会の話で恐縮なのですが、社協ではボランティアフェスティバ

ルというのを毎年やっているのです。それで庁舎の１階を使ってボランティア

フェスティバルというのをやりまして、ボランティア団体の紹介をすることが

主目的なのですが、それをやっております。そして、どういうことをやってい

るのだというのを町民の皆様にご理解をいただいて、一人でも多く参加をし

ていただきたい、これがボランティアフェスティバルです。そういうものでやっ

ているのですが、そういうこと。それから、先ほども言いましたけれども、社

協のボランティアセンターに今登録をしている人たち、団体、こういう人たち

が多くいるわけですが、そういった機会、それから今のセンター等を当面よ

り活用して、今まで以上にご理解をいただく事業を展開をしていきたいという

ふうに思っています。そういう中でさらに一歩進めて、お話のような中央のセ

ンター化というものを図るためにそういう方向をこれから図っていきたい。当

面は今あるものをより活用して充実をしていきたいというふうに考えていま

す。 

  それから、道路のほうなのですけれども、お話をいただいているような状

況で、大変重要性というのは理解をしているわけであります。それで、まして

シーズンになりますと観光客が、観光協会等の大変なご努力もいただいて

人数もふえてきているわけでありまして、そういうものに地域として対応を図

っていかなければいけないというのは十分理解をしております。そういう理

解と、それと地域の皆様方のご理解と、それと全町的なご理解をいただく中

で、一日も早く観光道路の整備も図れるように努力をしていきたいというふう

に思っています。 

  以上、２点お答えをさせていただきました。 

〇柳 勝次議長 それでは、再々質問許可します。 

  長島議員。 

〇４番（長島邦夫議員） それでは、最初からの質問で順次質問させていた

だきます。要望もございますので、お聞きとめいただければというふうに思

います。 

  小中学生の主に下校時だというふうに思うのですが、どうしてもきょうは

バスに乗せたいのだというときの対応については、検討をしていただくという

答弁をいただいたということで理解させていただきました。バスの通っていな

いところだとか、通っていないというか、うちのほうには来ていないというふう

なところでは利用できないわけですけれども、それはこれから徐々に徐々に

いろいろな対策がなされ、皆さんに公平的に使っていただくようなバスのシ

ステムになるでしょうし、今後皆様方、議員さんいろいろ質問しているデマン



ド交通ですとか、ふれあいタクシーですとか、いろいろな提言がなされていま

す。広域路線バスについても範囲は広がっていくように思うところでございま

すので、できるところから検討していただくのであれば、ぜひともそのような

場合に限ってだけでも利用できるようにしていただければというふうに思い

ます。よろしくお願い申し上げたいというふうに思います。再答弁は必要ござ

いません。 

  続きまして、２番目のボランティアによるまちづくり参加についてでござい

ますが、今言ったように必要性は町長も感じているということでございますの

で、それ以外に質問するところは別にこれといってないわけでございますけ

れども、何としても、言ったように、今少しでも町にかかわりたいという気持ち

を持っている人が徐々にふえているということは非常にいいことでございま

すし、それをストップさせるような考え方というのは、やり方というのは非常

によくないというふうに私思いますから、今 08年におきまして 69.2％という

のが、10人いて７人ということでございますから、行政に頼るというのではな

くて、少しでも自分の元気でいられる間は町のために働きたいというふうな

考え方であれば申し分ないわけでございますので、ぜひとも前向きな姿勢

で早目の対応ができれば、嵐山のボランティアに対する一つのシステムが

でき上がってくるのではないかなというふうに思います。今やっているものを

積み重ねていき、最終的にはその形になるのも結構でしょうし、最初からセ

ンターを置いて、そこからいろいろなものを、対策を立てていくのも一つの方

法でしょうし、今後の町の対応を期待しております。よろしくお願いいたしま

す。 

  それと最後の町道の整備でございますが、まず第１には地元と話し合っ

ていただくのが第一だというふうに思います。何、町長、そんなに急がなくて

もいいのだよというふうな言葉が出るかもしれませんし、いや、早目にやって

ほしいというふうな意見が出るかも、私はよくわかりませんが、とにかく要望

書が出ているということは、何か対策を立ててほしいということだというふう

に思いますので、ぜひとも、これも前向きに検討していただければというふう

に思います。 

  以上、いろいろと答弁いただきましてありがとうございました。私の質問

はこれにて終わりにさせていただきたいと思います。本当にありがとうござ

いました。よろしくお願いいたします。 

〇柳 勝次議長 どうもご苦労さまでした。 

  一般質問の途中ですが、この際、暫時休憩いたします。おおむね 10分

間。 

          休  憩 午前１１時０２分 



 

          再  開 午前１１時１６分 

〇柳 勝次議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
 

          ◇ 畠 山 美 幸 議 員 

〇柳 勝次議長 一般質問を続行いたします。 

  続いて、本日２番目の一般質問は、第１番議員、畠山美幸議員。 

          〔１番 畠山美幸議員一般質問席登壇〕 

〇１番（畠山美幸議員） 議席ナンバー１番、畠山美幸、議長のご指名がご

ざいましたので、通告書に基づき３項目について質問いたします。 

  まず１つ目です。初めの質問は地上デジタル放送移行への対応につい

てです。地上デジタル放送への完全移行となる 2011年７月 24日まで 864

日です。これまでのテレビ放送は地上の電波塔からアナログ電波を送信し

ていましたが、この地上の電波塔からの電波をデジタルデータとして送信す

るのが地上デジタル放送です。テレビ放送のデジタル化の大きな目的の一

つには電波の有効活用です。山間部の多い日本では中継局をたくさんつく

る必要があり、周波数はすき間のないほど過密に使われています。現在の

アナログ放送のままではチャンネルが足りなくなっています。そこで混信の

影響を受けにくいデジタル放送にすることで大幅に周波数が効率化され、テ

レビ放送で過密になっていた電波を携帯電話などの通信や防災など、ほか

の用途に振り向けられることができるようになります。地上デジタル放送の

魅力は音質の劣化や映像の乱れがなく、高画質、高音質のデジタルハイビ

ジョン放送が楽しめるだけでなく、標準機能として字幕放送や音声での解説

放送など、高齢者や障害がある人にも配慮したサービスや携帯端末向けサ

ービスの充実などが期待されています。また、双方向番組、災害情報や暮

らしに役立つ情報番組なども提供される予定です。 

  総務省では、すべての視聴者がテレビ放送を引き続き視聴することがで

きるようにするための必要な方策を検討し、完全移行まで３年となった本年、

地上デジタル放送移行への本町の対応について質問いたします。 

  １つ目は、文部科学省は小中学校の地デジ化を３カ年計画で整備を進

めるとして、21年度は75億円の予算を要求すると聞いています。具体的に

は地デジ対応テレビの整備費やチューナー、アンテナの工事費の２分の１

を国が負担するという形であり、当然ながら地元自治体の負担も伴うことに

なります。こうした計画の中で文科省としては単に地デジのテレビが見られ

ればよいということではなく、基本的には 42インチの地デジ対応テレビの設

置を進め、教育用機材として整備を図りたいと考えているようであります。小



中学校では 60％強のテレビを地デジにかえる方向であり、１校１台の地デ

ジ対応のテレビの整備を図ることとしております。視聴覚教材は重要な教育

のアイテムであります。さらにほとんどの学校が災害などの避難場所に指

定されております。テレビはしっかりと地デジ化していかなければならないと

思います。学校にはテレビが何台あり、買いかえるのか、簡易チューナーで

の対応とするのか、デジタル化移行に伴う本町の具体的計画についてお伺

いします。 

  ２つ目には、生活保護世帯、障害者や高齢者世帯に対してきめ細かい

移行周知と受信説明会の開催、どのような形での補助になるのかを伺いま

す。 

  大きな２つ目は青色防犯灯の設置について伺います。平成 12年にイギ

リス北部のグラスゴーにおいて景観改善のため街路灯をオレンジ色から青

色にかえたところ、犯罪発生件数が減少し、注目されたものです。国内では

平成 17年６月に全国で初めて奈良県内で設置されたことを皮切りに、全国

で設置の動きが広まっています。青色は心理的に人の副交感神経に作用し

て人を落ちつかせる鎮静効果があると言われており、また視覚的には波長

が短いため広範囲を照らすことができます。青色防犯灯の犯罪防止効果は

科学的な十分な解明はされておりませんが、このイギリスを初めとして実施

した多くの地域で犯罪の減少が報告されています。平成 19年１月１日よりＪ

Ｒ水原駅前駐輪場、こちらは新潟県になります。の街灯を青色に変更しまし

た。これは自転車盗難などを初め、駅周辺の犯罪抑止効果と防犯に対する

住民意識の向上を期待したものです。青色防犯灯は人の多く集まるようなと

ころに設置を希望します。しかし、民家が点在するようなところや、人通りの

少ないところに使用するのは、暗くて気持ちが悪い、冷たい感じがするなど

の否定的な声もあるため望ましくないと思います。嵐山町駐輪場への設置

についてお伺いします。 

  大きな３番目です。妊産婦健診 14回無料化について伺います。21年度

予算において、またこの近隣ではない 20年度補正において、２月より本町

におきましては妊産婦健診 14回無料になっており、大変うれしく思います。

しかしながら、国の補助は 21年、22年までとなっており、嵐山町の今後の

継続に関するご答弁をお伺いしたいと思います。 

  ２つ目が、里帰り対応についてお伺いいたします。 

  以上３点、よろしくお願いします。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、１番の①につきまして私のほ



うからお答えをさせていただきます。 

  2011年地上デジタル放送開始ということで、放送と、そしてデジタルテレ

ビの導入をしていくわけですけれども、このデジタルテレビの整備によりまし

て、簡単に申し上げますと、視聴覚教材あるいは映像メディアの活用、こう

いったものが進むかというふうに考えておるところでございまして、授業の幅

が広がってきて、児童生徒の思考力、こういったものが向上するというのが

期待がされているというふうなことでございます。 

  ご質問にもありましたように、次に各学校の保有台数について申し上げ

てみたいというふうに思いますけれども、小学校、中学校全体で 90台ござ

います。先ほど来からお話がありますように 23年７月の放送への完全移行

に向けまして、その整備手法といたしまして幾つかあるかなというふうに考

えておりまして、ただ幾つかあるわけですけれども、それぞれにメリット、デメ

リットがあるというふうなことでございます。まず１つ目の方法として、90台

あると申し上げたのですけれども、全台数をデジタルテレビに入れかえる方

法があるというふうに考えております。これをやりますと当然地デジ放送は

もとより、先ほども申し上げましたですけれども、教材と申しますか、パソコ

ンだとか、カメラだとか、そういったものとの接続も可能でございまして、いわ

ゆるデジタル教材を大きく表示できるなど活用の幅が広がっていくというふ

うなことでございまして、ただデメリットとしては初期導入費用が非常に高価

になってくると。それから、２点目がデジタルチューナーを導入をして、いわ

ゆる主要教室のみにデジタルテレビを導入して、それ以外を、先ほど申し上

げたチューナーでやる方法、これがあるわけです。これのメリットは比較的

安い価格で整備ができると。ただし、デメリットは、当然今後アナログテレビ

がデジタルテレビにかえていく時期があるわけでございまして、そうしますと

その買ったチューナーは不用になってくると、この辺がデメリットかなという

ふうに思っております。その他デジアナコンバーターを各学校に１台入れる

方法、こういうものもあるわけですけれども、これもいわゆるアナログテレビ

をすべてデジタルテレビにした場合には不用になってくると、こういうような

デメリット等もあるわけでございます。 

  お尋ねは具体的な計画というふうなことでございますけれども、これから

詳細について検討するというのが現状でございまして、いわゆる学校の利

用方法、こういったことも絡めて詰めていく必要があろうかというふうに考え

ておりまして、今後学校と協議しながら対応をしていきたいというふうに考え

ております。 

  なおまた、先ほどもちょっとお話がありましたですけれども、国のほうの

補助制度、これもありますので、研究しながら、有効活用しながら遺漏のな



いように対応できればいいかなというふうに考えておるところでございます。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 次に、井上健康福祉課長。 

〇井上裕美健康福祉課長 私からはナンバー１の②及びナンバー３につい

てお答えをいたします。 

  初めに、地上デジタル放送についてでございますが、国ではご指摘いた

だきましたように 2011年完全移行に当たりまして施策を進めているところ

でございます。その完全移行に当たりまして、受信機等のデジタル化の対

応がおくれがちとなると想定されます高齢者や障害者、そういった方への働

きかけ、サポートといたしまして、その必要性や対応方法について全都道府

県に設置したテレビ受信者支援センター、ここで説明会や訪問による説明

等を実施することとしておりまして、具体的には自治会、老人クラブ、福祉施

設等で説明会を開くとともに、申し込みに応じてひとり暮らしの高齢者宅等

へ訪問説明も行うとしております。平成 21年度の予算としては 88億

2,000万円を組んでいるそうでございます。 

  また、経済的な理由によりまして必要最小限の対応すらできずに、テレ

ビが視聴できなくなり、災害時も含めた必要な情報を得られなくなる世帯に

対しまして、最低限の機能のものに限定して支援を行うとしております。具

体的には公的扶助受給世帯、市町村民税非課税の障害者の世帯などを対

象といたしまして、申し込みに応じて各世帯のアナログテレビ１台で地上デ

ジタル放送を視聴するために最低限必要な機器を無償で現物給付するもの

でございます。担当課といたしましては、このような事業に対しまして積極的

に協力してまいりたいというふうに考えております。 

  次に、子育て支援についてでありますが、ご指摘をいただきましたように

平成 23年度以降の国庫補助につきましては未定という状況でございます。

国では市町村における妊婦健康診査事業の実施状況を踏まえつつ検討し

ていくとしておりまして、全国の市長会あるいは全国の町村町会でも当然補

助の継続を要請していくものと考えられます。担当課といたしましては、県内

の市町村の動向を踏まえ慎重に検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

  次に、里帰り出産の対応についてでございますが、県が市町村を代表い

たしまして、県内の医師会及び県外の医療機関と妊産婦健診を公費負担と

する契約をしておりまして、県内では 341の医療機関と８カ所の助産所、県

外では全国の 1,161の医療機関と契約を結んでおります。また、仮に未契

約の医療機関で健診を希望されても、追加の契約もしておりますので、安心

して里帰り出産をしていただける体制となっているものと考えております。 



  以上です。 

〇柳 勝次議長 最後に、安藤総務課長。 

〇安藤 實総務課長 ２番の防犯につきましてお答えをさせていただきます。 

  青色防犯灯の犯罪抑止効果等につきましては、畠山議員さんご指摘い

ただきましたとおりでございます。駅前駐輪場につきましても県内では戸田

市、羽生市、鴻巣市などが試験的に設置をしているようであります。嵐山町

でも一昨年の春になるわけでございますけれども、警察官のＯＢの方のご

好意によりましてパトロールセンターへ１基、変身防犯灯という名称でござい

ますけれども、設置をされております。現在ではパトカーの回転灯、それか

らナイトパトロールの際に使う棒電池、こういった青色が黄色いジャンパーと

並んで嵐山町の防犯のシンボルになっているというふうな状況にもございま

す。昨年の１年間の犯罪の発生件数でございますけれども、301件というこ

とでございまして、平成 16年のピーク時の約半分と、そこまで減ってきてお

ります。これも区長さん、ＰＴＡの皆さん、大勢の町民の方々のご協力のたま

ものでございまして、大変ありがたいなというふうに思っております。 

  しかしながら、自転車盗につきまして毎月現在でも大体５、６件発生をし

ておりまして、県警本部からも嵐山町について何らかの対策をとってもらい

たいと、こういうお話が来てございます。そういったこともございまして、新年

度緊急雇用の予算を使いまして、駅前の駐輪場の防犯対策をしっかりやろ

うというふうなことになっております。これとあわせて、現場確認してみました

らば、何とかこの青色防犯灯もつけられる場所がございますので、つける方

向で検討してみたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 再質問を許可いたします。 

  畠山美幸議員。 

〇１番（畠山美幸議員） 再質問させていただきます。 

  まず１番目の地デジ放送のところになりますが、各学校にテレビの入れ

かえも高コストになってしまうので大変だと。あとチューナーも将来的には必

要がなくなっていくというお話がありましたが、大体１校当たりどことどこに設

置の予定があるのかお伺いします。 

  それと、２番目の地デジ移行に伴う高齢者に対する悪質商法への対策も

不可欠であり、やっぱり工事が必要だと高齢者の方々に近づいて、工事費

を振り込ませるなどの事件が全国でも何か発生していると聞きました。十分

な注意と対策が欠かせませんので、その辺の対策についてもお伺いしたい

と思います。 

  ２番目の青色防犯灯は設置していただけるという方向で考えてくださると



いうことなので、ぜひとも犯罪の件数が減っていくことを望みたいと思います。

やはりただつければそれでオーケーではなくて、こちらの新潟県の水原市

の市役所にお電話をして確認をしたところ、やはり今回の青色防犯灯は 19

年の１月１日に始めたのだけれども、イギリスのグラスゴーというところに研

修に行った方がいらっしゃったようで、お話によるとイギリスも今ちょっと犯罪

がふえておりまして、何か路上に麻薬を打つ若い人とか、年配の方もいらっ

しゃるようなのですけれども、青色灯を照らされると静脈が見えなくなって薬

が打てないと。あと夜、浮浪者の方々が新聞など読んだりとか、道端に出て

読んでいる姿が多かったのだけれども、青色の電気だと文字が見えないと

いう、そういうメリットがあって犯罪が減ったのですよというお話でした。 

  嵐山町におきましては麻薬を所持しているというような方はいらっしゃら

ないのですけれども、しかしながらやはり青い電気と、あと黄色いパトロール

の衣装をつけて、皆さんボランティアの方々が町を巡回していただいて、青

い電気と黄色のコントラストはとてもいい相性というか、やっぱりそういうの

に取り組んでいると、ああ、嵐山町はちょっと犯罪ができにくいなというまち

づくりになると思いますので、どんどんやっていただけたらなと思います。こ

れは要望というか、ありがとうございます。 

  ３番目の妊産婦健診のことなのですけれども、本当に財政的にも厳しい

のはもう存じ上げているのですけれども、やはり一度始めたものをやめるこ

とは、町民の皆様からも反発を買うと思います。また、システム変更のことで

すとか、またコストもかかってくると思います。ぜひここで少子化対策に嵐山

町もしっかり取り組んでいただきたいと思いますので、やっぱり住んでよかっ

た嵐山、好きです嵐山という町長の施政方針にもありました言葉どおり、や

っぱり明るい未来に希望のあるご答弁を町長からいただきたいと思います。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、１校当たりどこへ設置の方向

かというようなお尋ねでございます。まず、職員室です。職員室につきまして

は各校入れていきたいというふうに考えております。これについてはどういう

ことかと申しますと、台風とか、地震とか、そういった災害関係も当然考えら

れるわけでございまして、そういった意味では必ず必要かなというふうに考

えておるところでございます。 

  現在の各学校のテレビの使用状況についてちょっと申し上げてみますと、

生番組というのはほとんど見ていない状況でございまして、いわゆるビデオ

を中心に活用しているというのが各校ほとんどでございます。そういった意



味でそれらを念頭に置きながら、いわゆる教材用として各校、クラス数にも

よるのだというふうに思うのですけれども、どの程度必要か、その辺を考え

ながら、また先ほども申し上げたのですけれども、学校の利用方法、この辺

も詰めていく必要があろうというふうに答弁させていただいたのですけれど

も、その辺を考慮しながら今後検討していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 次に、井上健康福祉課長。 

〇井上裕美健康福祉課長 お答えいたします。 

  悪質商法に対する対策ということでございますけれども、広報紙による

広報はもちろんなのですけれども、特に今ご指摘いただいたように高齢者な

どは悪質業者の話にうまく乗せられてしまうようなことも十分考えられるわけ

でございます。私どものほうも民生委員さん等協力していただきながら、そ

の辺の周知をしていきたいというふうにも考えておりますので、今後またさら

に検討させていただきたいと思います。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 最後に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 ３番の子育て支援、妊産婦健診についてお答えさせてい

ただきます。 

  妊産婦健診も順次拡大をしてきて、14回ということになりました。今お話

しのように21、22年度を国でやっていくということが決まったわけですが、こ

の後どうするのだということですが、課長答弁がありましたように全国的に

子育て支援というのはどこも力を入れてきているところでありますし、国のほ

うもこの方向に、どういうふうになるのか、かなり進んだ形の対応をとってい

くのではないかというような考え方もできるわけです。そういうものを見なが

ら嵐山町も、全国的にも、県内でもそういうものにおくれをとらないような対

応をとれればなというふうに思っております。それにはまだ来年、再来年の

ことでございますので、これからどう国のほうが変わってくるかわかりません

ので、それも見ながらしっかり取り組んでいきたい。住んでよかったというふ

うにしたいと思います。 

〇柳 勝次議長 畠山美幸議員。 

〇１番（畠山美幸議員） 地デジのところにまた質問させていただきます。地

デジが職員室にまず１台ということでお話がありまして、大きさは多分先ほ

どの私の質問のときに言ったとおり 42 インチ以上のものになるのかなとは

思いますが、あと地デジにすることでたくさんの機能があるわけですけれど

も、地デジにすることによって。私たちも携帯電話なんか機能があり過ぎて

使いこなせない、そういう状況にはありますけれども、学校の先生方の地デ



ジのいろんな機能がついているところを、今後どのような授業に広がってい

くのか、またどのように先生方の地デジの使い方の指導などもやっていくの

かを教育長にお伺いをしたいと思います。 

  一番最後の子育て支援のところですが、好きです、嵐山て今町長が言っ

ていただきましたが、本当に今の状況ではまだできますとは力強くは言って

いただけないのかなとは思いますが、やはり国のほうも子育て支援とあれ

だけ言ってくださっているところなので、いろいろ予算もつけてくれるのかな

と思いますが、また再度、本当に今後どんな状況にあっても、やはりこれか

らは子供が、高齢化社会になっていきますし、やはり子供が大切な世の中

になっていくわけですので、やはり産みやすい環境が大事だと思いますの

で、その辺をよくお考えになってもう一度、好きです、嵐山と言える嵐山町に

していただけるのか、子育て支援のところで妊産婦健診14回の無料化につ

いてもう一度お聞きしたいと思います。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  加藤教育長。 

〇加藤信幸教育長 議員さんのご質問の地上デジタル放送の学校導入に

伴う効果と、それからそれを使いこなす教員の技量というか。まず、このデ

ジタル放送が学校に導入されると、効果としては２つあると思うのです。１つ

は、教員の側からすると学習指導が多様化できると。子供の側から言いま

すと、学習の広がりが期待できると。お話ありましたように非常に美しい画

像だとか、あるいはパソコンやそれからデジタルカメラと接続して、それが画

面に映されるとか、あるいは動画がクリップされて、今までの視聴覚教材と

は違って非常に子供の興味、関心、学習の導入である興味や関心だとか、

発見だとか、そういうものがかなり期待できて、主体的に学習できるかなと。

それから録画につきましては、何か１週間先でも予約できるなんていうこと

が言われていますけれども、これについても教師の側では計画的に活用が

できるとか、あるいはデジタル教科書、教科書を画面に映すことで子供たち

が教科書を共有できて、それから認識もしやすい。やったことは私はないの

です。ないけれども、それらが期待できるのではないかと。新しい学習指導

要領で求められているのは、子供たちの主体的な学習、そのためには思考

力とか、判断力とか、表現力、これらを達成するにはこういう新しい映像、メ

ディアというのは大きな力を発揮できるのではないかと。いずれにしても物

はあってもそれをどう使いこなすかということですけれども、当然この導入に

伴って活用の研修であるとか、そういうものが必要になってくると思いますし、

文科省のほうから活用の事例等も出ておりますので、それらを参考にしな

がら町全体の教員で研修していこうと今考えております。 



  以上です。 

〇柳 勝次議長 最後に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 妊産婦健診の 14回の無料化についてお答えさせていた

だきます。 

  先ほどと同じお答えをさせていただくわけですが、おっしゃるとおり本当

に子育て支援というのは大切なことで、だれも異論を挟む人はいないわけで

ございます。国においてもそういう少子化担当相をつくるぐらいですから、そ

ういう考えを後退させるようなことはないというふうに思っております。そうい

うものを期待をしながら、嵐山町もそのときにはそれなりの対応ができるよう

にしていければなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

〇柳 勝次議長 どうもご苦労さまでした。 
 

          ◇ 青 柳 賢 治 議 員 

〇柳 勝次議長 続いて、本日３番目の一般質問は、第２番議員、青柳賢

治議員。 

          〔２番 青柳賢治議員一般質問席登壇〕 

〇２番（青柳賢治議員） ２番議員、青柳賢治です。議長のお許しをいただき

ましたので、通告書に基づいて一般質問させていただきます。 

  私の今回の一般質問は２つにわたります。１番目は、町長の平成 21年

度の施政方針が開会当初、25日にありまして、私、その町長が読まれてい

る最後の、好きです、嵐山という言葉を町長が言われたときに本当に感銘を

受けました。その中で非常に画期的な、予算はかなり厳しいものであります

けれども、ことがうたわれていまして、この点はぜひもう確認をしておきたい

と思って質問させていただきます。 

  予算委員会でも多少触れておりますけれども、一応確認の意味も込めて

お伺いさせていただきます。教育委員会のこども課の設置ということで、本

当に窓口がスムーズな一元化ということで、町民のお母さんやお父さん方に

とっては非常に期待されて、ありがたい課になっていくのではないかという

ふうに思いますけれども、この点が今までの教育委員会の部分、それから

健康福祉課の部分ということであります。その辺が事務的な一元化の部分

もあるのでしょうけれども、私が思いますには非常に少子化の中での子供

の対応、町長が施政方針の中でも書いてありますけれども、充実されていく

のではないかということで本当に期待がされるのではないかと私も思ってい

るところでございます。 

  そこで、その辺の対応をお尋ねしておきたいと思います。 



  ２番目は、今回次世代の育成計画ですか、これが今年見直しの年に当

たっております。この中で幾つか施策がありますけれども、見直しに当たっ

て町長が特にこれからあと５年間嵐山町に今一番必要な部分というようなこ

とでお考えになっている計画といいますか、見直しするポイントがありました

らお尋ねしたいと思います。 

  それから、３点目の毎週土曜の開庁は、私、一瞬全課に及ぶのかぐらい

に思ったのですが、報道がありましたので、一応町民課と税務課ということ

は、６月から毎週土曜日開庁ということでわかりました。ただ、ちょっと聞きま

すところ、特に健康福祉課でしょうか、子供さんの保育園の関係だとか、そう

いうことでそういう係の方が土曜日あたりを開庁していただければ非常にあ

りがたいなというような声もありましたので、全課に及ぶというよりも、この後、

町民課、税務課からさらに広げていくような展開はいかがでございましょう

か、お尋ねしたいと思います。 

  それから、大きな２点目でございますが、生活保護者の対策についてと

いうことでございますけれども、これにつきましては福祉事務所の事務とい

うことになりますが、町の窓口があるわけでございます。非常に派遣切りか

ら何からいろいろ言われているこの状況の中で、町も相当な生活困窮者が

ふえて、窓口に相談が来ているのではないかというふうに推察できるわけで

すけれども、嵐山町の 122条ですか、こちらを見ましても、これに載っており

ます。平成 20年の 12月が 83件ですか、893万 6,727円、１月がやっぱ

り同じく 83件で 751万 3,820円となっていまして、これは平成 19年と比

べても金額にしても、件数にしても約 10件ほど１年の間にふえているわけ

でございます。そんな中で町の実態についてお尋ねしたいと思います。 

  また、そのようになった方に対して町の自立支援といいますか、そのよう

な対応というものはどのように町がかかわっていらっしゃるのか、あわせて

お尋ねいたします。 

  以上でございます。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、井上健康福祉課長。 

〇井上裕美健康福祉課長 ２番目の生活保護者対策についてお答えをい

たします。 

  初めに、生活保護率でございますが、これは人口 1,000人当たりの割

合ということで算出されておりまして、本町は３月９日現在 7.1パーミルであ

りまして、被保護世帯 94世帯で人数は 137人でございます。比企福祉保

健総合センター管内の平均は 5.1パーミルでありまして、本町の保護率は

小川町に次いで２番目に高いという状況でございます。 



  次に、自立についての支援でございますが、比企福祉保健総合センター

に就労支援専門員が配置されております。就労可能な被保護者について、

嵐山町を担当する３人のケースワーカーが、この比企福祉保健総合センタ

ーにいるわけですけれども、その３人のケースワーカー、そして町の職員等

とも協議をしながら就労に向けた相談支援、求人情報の提供、職業訓練情

報の提供、ハローワークへの同行、そういったことを行っていただいており

ます。平成19年度、20年度まだちょっと実績が出ておりませんが、平成19

年度の実績で申し上げますと、５名の方が就労されまして、２世帯が保護廃

止となっている状況でございます。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 最後に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 青柳議員さんにお答えをさせていただきます。 

  １番の 21年度の町長の施政方針ということでございまして、施政方針に

関連する内容についてお答えをさせていただきます。 

  最初に、教育委員会こども課についてのご質問ございました。どんな考

えで、どう具体的にやるのか、対応するのかということでございますが、今ま

で話をしてきた内容でございまして、改めて申し上げさせていただきますと、

今大変、予算審議をいただいた中で、財政が本当に厳しい状況でございま

す。そういう中でいかに町民要望にこたえていくか、それが第１の課題でご

ざいます。それには予算を伴った、先ほどもちょっとありましたけれども、道

路をこっちもつくる、あっちもつくるとか、何か箱物をつくるとかいうようなこと

というのは、今は到底望めないような状況でございます。そういう中にあって、

しかも町民の皆様方にはボランティアを初めとしてご協力をさらにいただか

なければならないというような状況下の中で、私どもが何が町民にできるの

かというのが一番の課題でございます。それには職員の皆様方にもしっかり

汗を流していただく、そして町の考え方、そして町で行う職員を初めとする、

私どもを初めとする者が一体となって動いていく中で、町民の皆様にそれを

評価をしていただけるような体制が少しはとれないかということから考え方

がスタートしております。 

  そういう中でこども課について、今まで１階と３階にあった課を一つにまと

めさせていただいて、そこのところで対応を図れないかということを前から検

討を重ねてきたわけです。先ほどもボランティアの話が出ました。ボランティ

アはいろんな課が扱っているわけですけれども、それが一つにできないかと

いうような質問がありましたけれども、そんなようなことと同じでございまして、

特に子供に関することについては一元的に行って、それでしかもそれ以上

に考えていましたことは、取り扱う職員の、担当する者が教育委員会で扱っ



てきた子供たち、それと健康福祉課で扱ってきた子供たち、それぞれの担

当は自分の受け持ちのところについては本当に詳しいわけですけれども、

そうでないところについては時とすると幾分情報も少なくなってくる嫌いがご

ざいました。そういうものを同じ担当が、同じ子供を、すべての子供を見るこ

とによって、ご父兄に対する期待におこたえすることが、サービスの向上が

図られるのではないか、これが一番のねらいでございます。 

  そういうことは、ちょっと３番目にもあります土曜開庁が全課に及ぶかと

いうことですが、議員さんおっしゃるように全課やることが残念ながらできま

せん。今町では職員の人員適正化計画という名のもとに、早い話が職員を

減らしております。減らしているわけですけれども、仕事はどんどんふえてき

ているわけです。そういう中でどう対応するか。ですから、このところの土曜

日に全課の仕事をやるということは、それに対応する職員が土曜日に出て

もらうことになるわけです。そうすると、そのかわりの日をいつ休むか。休み

を平日にとった場合には、その日の人員が不足をしてしまうというような状

況で、大変土曜日の、今度拡充する場合だけでも大変な職員体制の中では

苦労があるわけです。そういう中だけれども、職員の皆さんのご理解をいた

だいて土曜開庁が広げることができました。そして、こういう時代でございま

して、いろんなことをやらなければいけないわけですけれども、特に税収の、

収税の、収納の強化ということで、土曜日を開庁して、ご理解をいただいて、

土曜日を使っても支払いがいただける、お預かりすることができるというよう

な体制をとらせていただくわけでございまして、全部の開庁ということにはい

かないわけですけれども、そういうことで当面できる努力をしたということで

ご理解いただきたいと思います。 

  次世代の育成についてですけれども、先ほどお話がございました。どこ

を重点的に直すのかということでございますが、育成計画、行動計画につき

ましては、議員さんも内容詳しいわけでございます。その中でどこを直すか

ということで、それを実は次世代育成調査についてのアンケートを全世帯に

とらせていただきました。子供さんがいるところ、就学児童に 747通、それ

から就学前児童に 717通、それぞれ小学校、それから保育園、幼稚園、そ

ういうところを通じて出させていただきまして、回収状況ですけれども、この

中で 400通の回収が現在できて、回収率も 55.8％に達しました。それで、

現在この内容を精査をしている段階でございます。今までの状況のままで

いいよ、あるいはこういうところはこういうふうにしたもらったほうがいいよ、し

てくださいよというようなことがどう変わってきているのか。これをしっかり精

査をいたしまして、新しい計画の中に位置づけていきたいということでござい

ます。ですので、どこをどうというご質問ですけれども、今これを精査をして、



それにしっかり対応する体制を今とっているという状況でございますので、ご

理解をいただきたいと思います。 

〇柳 勝次議長 一般質問の途中ですが、この際、暫時休憩いたします。午

後の再開は午後１時 30分といたします。 

          休  憩 正      午 

 

          再  開 午後 １時３１分 

〇柳 勝次議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行いたします。 

  既に青柳議員の１回目の答弁が終わっていますので、再質問を許可し

ます。 

  青柳議員。 

〇２番（青柳賢治議員） 先ほど答弁いただきました。まず、こども課の今後

なのですけれども、これが広報ですけれども、健康福祉課はここにあります。

下のほうにこども課があるという形で、こども課の後ろに健康福祉課がいる

ということではないということで認識してよろしいのですね。それが確認して

おきたいと思います。 

  それから、次世代計画の中で、町長も先ほどお答えいただいたのですけ

れども、一つこの中の仕事と子育ての両立の推進というのがあるのですけ

れども、これがまだほぼ進展していないような状態かなと思われます。そこ

で、我々も子育てのころはやはり近所に親戚も何もいないような状況でして、

今はなおさらそんな状況だと思うのです。そういう中で自分がやはり子供の

病気やら冠婚葬祭やらいろいろあったときに見てもらえるような、ここにもあ

ります幼稚園の預かり保育とか、こういう点を次の見直しの中には強く取り

入れていただくことはいかがなものでしょうかということで、この点について

お尋ねいたします。 

  それから、土曜のほうの開庁は、非常に収納の仕事がやはり大事でござ

いますのでよくわかりますけれども、やはり子供を育てているお母さんやお

父さんにしてみると、せっかくこども課というものができて、なかなか現実が

厳しい状況になってきていますので、例えば土曜日の休みでないと役場に

来てそういう相談ができないとか、そんなこともかなりこれからもっと深刻な

状況になってくるのではないかと思います。そういう点でその辺を、こども課

あたりの土曜の開庁というのはなかなか、やはり予算もありますけれども、

難しいことになるのかお尋ねします。 

  それから、生活保護者の関係のことなのですけれども、こちらについて

は地域にそれぞれ民生委員さんもいらっしゃいます。そんな中で町は窓口と



いうことになるわけですけれども、どうなのでしょう、民生委員さんを通して

相談が来ている件数とか、それから本人が直接役場の窓口に来てこうなの

だと、実情を語っていくような形もあると思うのですが、その辺のところがわ

かりましたらお教えいただきたいと思います。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、井上健康福祉課長。 

〇井上裕美健康福祉課長 お答えいたします。 

  保護申請の関係でございますけれども、今ご質問にございました民生委

員さんの関係でございます。多くの場合は、ほとんど民生委員さんを通さな

いで来られる場合が、アバウトな数字で申しわけありませんけれども、80％

ぐらいは民生委員さんを通さないで直接おいでになる方、それから 20％ぐ

らいが民生委員さんに相談をされて、役場を紹介されおいでになる方、こん

な形でやって来られる方はそんなような感じです。そのほかにも電話で、直

接私どものほうに電話をかけていらっしゃいまして、こんな内容だけれども、

該当するのか、しないのかと、そんなような電話での問い合わせ等もたくさ

んあるわけでございます。その中には話を聞いただけで、もうこれは該当し

ないと、預貯金がたくさん持っていらっしゃるとか、あるいはアパートを貸して

いらっしゃるとか、あるいは貯蓄型の学資保険を掛けて、満期で戻ってくると

か、そんなようなことをお聞きした段階でもうそれは難しいというふうにお答

え申し上げていますので、その段階で、もう少したったらまた相談しますとい

うことでお切りになる方もいらっしゃいます。トータルしまして、ご本人が直接

おいでになる方のほうが多いというのが今の状況でございます。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 最後に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 お答えさせていただきます。 

  施政方針に関する内容ですけれども、その中の１番と３番、ちょっと関連

がありますので、一緒にお答えさせていただきます。 

  今こども課と健康福祉課の位置の話もちょっとありましたけれども、こど

も課の中に子供関連の、今健康福祉課のほうにある部分、こども医療でご

ざいますとか、福祉の関係ですとか、そういうものというのはこども課の中に

そこの部分だけ移っていただくということですので、子供関連のことについて

はこの課の中に職員が入るということでございます。 

  それから、土曜開庁の中でこども課あるいはもっと広げてできないかとい

うことでございますが、ちなみにちょっと比企郡内の様子を話させていただき

ます。これは 20年の１月現在なのですけれども、開庁の形態というのが、



松山市の場合には毎週日曜日８時半から17時、５時まで、それから吉見町

が月に２回、第２、それから最終の日曜日８時半から 12時まで、ときがわ町

が毎週土曜日８時 30分から 17時 15分実施をしております。それで未実

施、実施をしていないところも滑川さん、小川さん、鳩山さん、川島さん、こう

いうところが実施をしておりません。それで、やっている内容なのですけれど

も、東松山市でも市民課と保険年金課、それから吉見町では税務課、納税

と納税相談のみ、ときがわ町が町民課、福祉課、税務課、こういうような比

企郡の中では土曜開庁、日曜開庁、休日開庁の状況でございます。これは

どこの市町村でもそうだと思いますけれども、やはり職員が限られてくる中

でいろんなことに手を出したい、町民要望にこたえたいというのはあるわけ

ですけれども、おのずと限界が今のところどうしても出てしまう。そういう中で

できるだけの対応を嵐山町もとりたいということで、当面話をして、説明をさ

せていただいている内容で新年度臨ませていただきたいというふうに思いま

す。ぜひご理解をいただきたいと思います。 

  それから、次世代育成の支援計画ですけれども、先ほども計画書にあり

ますように７つの大きな基本目標、そして25の施策目標、それで85の個別

の事業をやっていこうというのが前回の内容でございました。予算審議の経

過のときにも何度も申し上げておりますけれども、一番の町で行う事業のベ

ースというのは、人口についての基本的な考え方を持って、それでいろんな

ものに取り組んでいく。その人口のいろんな状況というのが施策のほうに大

きく影響してくるということでございまして、その中で今お話の子育てを支援

する生活環境の整備ですとか、すべてこれは大切なことなのですが、その

中でどこのところがどうなのか。みんなそれぞれ少子化の中で、高齢化とそ

して人口減少の社会構造になってくるわけですので、今までと変わってくる

ところがどこなのかということをしっかりとらえた上で子育ても支援していか

なければいけないなと、基本的な考え方を持っております。あとは、話をさせ

ていただきましたようにアンケートに基づいて、それをしっかり精査をいたし

まして、町民要望にしっかりこたえられるような計画を策定をしていきたいと

いうふうに考えております。 

〇柳 勝次議長 青柳議員。 

〇２番（青柳賢治議員） 生活保護の関係のことなのですけれども、先ほど

の３世帯が復活できたというような話は、本当にそういう支援的なものが行

われているのだろうと思います。今後このようなものがかなりふえてくること

も当然考えられます。そんな中でそういう人たちも地域社会の一員であると

いうような形の、最後のセーフティーネットですから、そういう係の中では相

談とか、個人の方もこれから相当の数が出てくるのではないかと思うのです



けれども、丁寧に対応していただきたいというふうに思います。 

  それから、やはり期待されるこども課だと思います。やはりこれが福祉の

部分と、教育長この間おっしゃったように補助事務といいますか、大変なとこ

ろだと思いますけれども、嵐山の町の子供たちがやはりそういう部分を通し

て一つの形で管理されるということは、非常に子供が大切にされているとい

う町ではないかというふうに思いますので、その辺も、なかなか厚生労働省

と文部省の部分のところあるのでしょうけれども、嵐山町らしいこども課にし

ていただきたいというふうに思います。 

  以上で終わります。 

〇柳 勝次議長 どうもご苦労さまでした。 
 

          ◇ 吉 場 道 雄 議 員 

〇柳 勝次議長 続いて、本日の４番目の一般質問は、第５番議員、吉場

道雄議員。 

          〔５番 吉場道雄議員一般質問席登壇〕 

〇５番（吉場道雄議員） ５番議員、吉場道雄、議長のお許しがありましたの

で、一般質問をします。 

  町長の 21年度の施政方針の中にもあるようにアメリカ証券大手リーマ

ン・ブラザーズが破綻した以降、世界的な金融危機の影響から世界経済は

落ち込んでいます。ＩＭＦ、国際通貨基金では、日本の 2009年のＧＤＰ、国

内総生産の実質成長率見通しもマイナス 2.6％と予想されているなど、

100年に一度というマスコミの報道もある中で、今年の日本経済も先行きが

大変不透明となっております。このような中での当初予算は非常に厳しいと

ころであるが、このようなときこそ子供たちの将来を見詰め、教育問題１つに

絞って質問します。 

  ①として、昨年の全国学力テストの結果に続き、文科省は今年の１月 21

日全国の小学５年生、中学２年生を対象に平成 20年度に初めて一斉に実

施した全国体力・運動能力・運動習慣調査が発表されました。調査は、握力、

上体起こし、50 メートル走など８種目で行われましたが、ほとんどの種目で

今から 23年前の昭和 60年抽出調査の成績を下回っていました。運動しな

い子は特に女子に目立ち、中学２年生では１週間の運動時間が１時間未満

の子が 30％にも及び、体力の低下が明らかになりました。このような今回

の結果を見て嵐山町ではどのようにとらえているのかお伺いします。 

  ②として、現在学校では不登校や非行、問題児などが大きな教育課題に

なっております。不登校については、先日の予算特別委員会の中で、昨年

の 12月 31日現在で小学校では１人、中学校では 15人と言っていました



が、一番最新の現状はどのようになっているのか、また非行や問題児の現

状はどのようになっているのか、このような問題を教育委員会としてはどの

ように支援しているのかお伺いします。 

  ③として、埼玉県では埼玉の子ども70万体験活動を推進しています。児

童生徒の豊かな心をはぐくむためには知識だけではなく、さまざまな体験を

させることが効果的であり、体験活動の推進を図ることが重要です。さらに

は、児童生徒の問題行動は依然として憂慮すべき状況にあり、その対応と

しても児童生徒の豊かな心をはぐくむことは非常に重要であります。職場体

験、勤労生産体験、社会奉仕体験、自然体験等地域の特色を生かしたさま

ざまな体験活動に取り組んでいます。さまざまな体験活動を通して問題解

決能力やコミュニケーション能力を身につけさせるなど、調和のとれた豊か

な人間性や社会力の育成、将来における自己実現の探求の育成などを図

っています。こうした教育を町としてどう支援しているのか。また、商工会を

初め多くの事業所がありますが、協力の現状はどうなっているのかお伺いし

ます。 

  以上、教育問題でありますので、よろしくお願いします。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、加藤教育長。 

〇加藤信幸教育長 それでは、１点目の全国体力・運動能力・運動習慣調

査の結果をどのようにとらえているか。この全国の調査は対象学年が小学

校の５年生、中学校２年生と。調査の内容は、１つは実技調査で、昔から行

っている、今は身体力テストと言っていますけれども、その調査結果と、子

供たちに質問紙調査、この２つの調査がございます。調査結果をどのように

とらえているかというのは、吉場議員さんからご説明がありましたけれども、

まず昭和 60年代の全国の子供の体力水準、これと比較すると、今回の調

査結果では５年生と中学２年生という限られた学年ですけれども、小学校５

年生においては、反復飛びという種目があります、これ以外の種目すべて

50％以上の児童がかつての昭和60年の平均値を下回った。中学生の２年

生においては、すべての種目において昭和60年度の平均値を下回ったと。

お話のように子供たちの体力の低下傾向というのが歯どめがかかっていな

いという状況が、この調査結果からあらわれているのではないかと思います。 

  今回の調査の特徴は、生活習慣、食習慣、運動習慣についても調査を

行ったと。その中で、幾つもありますけれども、一つ特徴的なことは、朝食を

とるか、とらないか、とっている割合がどの程度かという子供たちの調査で、

毎日朝食をとっている子供たちには幾つかの傾向が見られた。運動、体力

能力。朝食をとる子には体力の８種目の合計点が高い傾向にあると。２つ



目は、肥満傾向の出現率が低い、それから１週間の運動時間が長い、それ

からそういう子供たちが睡眠時間をたくさんとっていると、こういう調査がわ

かりました。さらに２点目、日ごろうちへ帰ってからも含めて、運動習慣、運

動の頻度が高い子供は概して体力テストの成績もよかったと。要するに学

校で言えば部活動であるとか、あるいは土日であればいろんなスポーツクラ

ブだとか、そういうことです。さらに、学校に対する質問紙からも特徴があら

われまして、学校の体育以外にその学校独自で体力向上の取り組みをして

いる学校の児童生徒は比較的体力の水準が高いという傾向もあらわれた。

こう考えてみますと、これからは学校の体育の授業での体力向上はもちろ

んですけれども、子供たちの生活習慣、運動習慣、食習慣、この確立が体

力向上に非常に重要になってくるのだと思います。町としてもこれまで長い

間行ってきた身体力テスト、体力向上推進委員会開いていますので、その

分析して、課題を明確にした取り組みと、それから学校体育、それから保健

の指導を力を入れるだけではなくて、家庭との連携をとりながら体力の向上

に努めていく必要があるというふうにとらえております。 

  それから、２点目の不登校、非行、問題行動についてですが、お話のよ

うに１点は現状でありますが、不登校の出現率は嵐山町の小中学校でも

年々低下しているのですけれども、先ほどもお話ありました中学校の 15名

というのは出現率は高いほうであります。これは大きな課題であります。不

登校になったと考えられる状況、要因というのは、これはさまざまな要因が

複雑に絡み合って、これはという決め手はございません。友人関係をめぐる

問題であるとか、教師との関係であるとか、学業不振であるとか、あるいは

部活動の不適応であるとか、あるいは家庭内不和であるとか、親子関係を

めぐるトラブルだとか、家庭の環境が急激に変化したとか、それからよその

町から転入してきたりとか、あるいは新しい学年に進級したりとか、小学校

から中学校に行ったり、さまざまな場面でいろいろな要素が絡み合って、一

番大きな要因は何といっても本人の問題に起因するのが一番多いようでご

ざいます。 

  非行問題行動の実態ですけれども、小学校６年生に数名授業のエスケ

ープだとか、授業妨害、教員への反抗等数人見られます。中学校について

は、19年度、議会でもご報告させていただきましたけれども、菅谷中学校で

ある程度集団でガラスの破損等の事故、あるいは対教師暴力等ありました

けれども、20年度についてはおかげさまでおさまりました。ただ、数名頭髪

だとか、服装だとか、そういうことに乱れがあったり、あるいは早退、遅刻等

を繰り返すというのもほんの数名ですけれどもおります。全体的には落ちつ

いてきたかなという感じがします。教育委員会の取り組み、予算委員会等で



もお話し申し上げましたけれども、教職員の生徒指導の研修会であるとか、

さわやか相談員の活用であるとか、スクールサポーターの配置であるとか、

あるいは指導主事の学校派遣であるとか、いろんなありとあらゆる手を打た

せていただいたのですが、決め手というのはなかなかありません。特効薬と

いうのはなかなかありません。やっぱり日々の学校の先生方の積み重ね、

これが大事だと思います。おかげさまで、先生方の努力のせいもありまして、

不適応の子供についても、学校には直接来られないけれども、適応指導教

室には通えるとか、さわやか相談室に登校できるとか、そういう子供も出て

きました。非行問題行動についても若干落ちつきがありますけれども、多感

な年代の子供です。いつそういうことがあるかわかりません。引き続き生徒

指導の充実を図るために、学校と連携しながら支援に努めてまいりたいと

考えております。 

〇柳 勝次議長 次に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 吉場議員さんの教育問題について、③についてお答えを

させていただきます。 

  埼玉の子ども 70 万人体験活動、これを埼玉県では取り組んでおります。

これは義務教育の小学生から中学生、高校生、これまで入れた人数が 70

万人ということで、この体験活動というのを実施をしているということでござ

います。そして、議員さんおっしゃるように職場体験を通じて子供たちに豊か

な人間性だとか、社会力、こういうものを育成をしていこうという事業でござ

います。それについて町ではどのように支援をしているかというお尋ねでご

ざいますが、町が直接ということでなくて、教育委員会が行っている事業、ま

た学校が子供たちに行っている事業、そして社会福祉協議会が福祉活動の

指導の一環として行っている事業、こんなようなものを間接的に町では応援

をさせていただいている状況です。それで、農業体験というのを教育委員会

で行っているのがございます。菅谷の小学校、志賀小学校、七郷小学校、こ

れらの田植え、稲刈り、こういう仕事を一緒に体験をしていただくということ

でございます。菅谷小学校、それから七郷小学校まで 176名の子供たちが

参加をして、経験をしております。田植え、稲刈り、そしてそのできたお米を

給食でみんなで一緒に食べる、こういうことでございます。また、商工会の協

力はどうかということでございますが、これは学校のほうからの話だというこ

とですが、菅谷の中学校の１年、玉ノ岡の中学校の１年、この両学校で、菅

谷の中学校では７月 22、23、事業所が 20事業所でございまして、菅谷中

学校の１年生が 83名出席をいたしまして、小川消防署の嵐山分署から役

場、幼稚園、保育園、嵐山病院とか、それから各お店屋さん、農協の直売所

ですとか、若草保育園、社会福祉協議会、いろんなところに 83名の生徒た



ちが経験を積んで勉強した。玉ノ岡中学校では 11月の 10、11、12の３日

間、やはり事業所 20ですけれども、合計で 57名の生徒が参加をして経験

を積んだ、こういう授業がございます。そして、それについて商工会のほうで

は、会からこういう趣旨の内容のことを受け入れてもらえないかということで

話をかけていただいて、協力をしていただいている状況がございます。それ

から、社会福祉協議会のほうですけれども、夏休み体験プログラム、学校の

ほうにもお願いをして、これらに参加をしてくださいということで、福祉体験が

主ですけれども、お願いをして、参加をしてもらっております。延べの参加人

数は、こちらは122名で、体験者の実数は85名ということで、これも武蔵野

ユートピアかららんざん苑、ひだまりの丘、嵐山郷とか、学童保育、おもちゃ

図書館、中央公民館とか、そういうようなところに参加をしてやっていただい

て、福祉体験の勉強ということです。それから、社会福祉協議会では各学校

といいますか、学校のほうから要請を受けたところに社協で出かけていって、

福祉の体験の、実際の車いすを押したり、自分で目隠しをして乗ったりとか、

あるいは耳をふさいだり、目をふさいだり、いろんなことをやって、動き回る

大変さだとか、そういうものを実際経験をしてもらう。その上で子供たちに感

想文を書いてもらったりということで、暮れにも志賀小学校の生徒から町長

への質問状というのでもらいまして、役場のトイレに、こういう状況だったけ

れども、蛇口を低くしろとか、高くしろと、自動に水が出るようにしたらいいの

ではないかとか、目の不自由な方、足の不自由な方、手の不自由な方、い

ろんな方に対応できるようにしなさいというような、そういうものにどう考える

かという質問をいただきました。それぞれ考え方を書いて手紙でお返しした

のですが、そういう勉強もやっております。 

  そういう状況で体験をしながら人間性、それから社会性、そういうものを

はぐくんでいただきたいということで、町でも間接的にいろいろな面にご協力

をさせていただいているという状況でございます。 

〇柳 勝次議長 再質問を許可します。 

  吉場道雄議員。 

〇５番（吉場道雄議員） では、再質問させてもらいます。 

  体力、運動能力、運動習慣ですが、今回の初日に教育委員会から出さ

れた教育委員会の点検、また評価報告書の中にある体力テストの結果を分

析して、今後改善を図るということと、生活習慣、運動習慣等の調査を活用

して学校における体育や健康に関する指導に活用するという教育長の考え

もわかりました。先ほども言ったように、また教育長の説明にもありますよう

に今から 23年前ですか、昭和 60年に抽出された調査の結果では、先ほど

も言われたように小学校では 50％の人が低いし、中学生にあってはほとん



どの学年が下回っており、特に女生徒に体力の衰えが目立っているというこ

となのですけれども。また、新聞なんかにも書いてあるように人口が少ない

市町村のほうが能力が高かったり、小学校においては歩きで通っている生

徒のほうが能力が高かったり、またこれも教育長が言ったように中学校から

家に帰ってから外で遊ぶ人のほうが能力が高いということなのですけれども、

私たちが子供のときは、家に帰るとき友達と約束しながら、山や川へ遊びに

行きながら体力をつけたのではないかなと思っております。今現在は安全

面だとか、塾通いの生徒も多くなりまして外で遊ぶ機会も少なくなっておる

ので、このような結果が出ているのではないかなと思っております。 

  また、生活習慣でも朝食を毎日食べるのは、食べない人より能力が高い

ということで、この間の嵐山町の、先ほど言った教育委員会の点検と評価の

報告書の中にも、平成19年度で小学校では94.2％朝食を食べていました

が、20年度には 90.7％に減っております。また、中学生にありましては

82.6％が 79.1％になっております。あと、１日の睡眠時間ですけれども、

１日に８時間以上寝る子と６時間未満の寝る子は、多く寝る子の方が能力

が高いことなど、生活習慣からも体力の衰えということが目立ってきておりま

す。また、玉ノ岡中学校でも生徒に、また保護者にアンケートをとられた結

果、体育そのものが嫌いな生徒がふえてきたという結果も上がっております。 

  ここでお聞きしたいのですが、体力は児童生徒の人格を形成する上で重

要な要素と私は思っております。嵐山町の児童生徒の体力の状況や課題を

どのようにとらえているのか、また体力向上を図るには学校ではどのような

取り組みをしているのかお聞きします。 

  次に、不登校、非行問題ですが、今教育長さんが言われたように原因だ

とか、要因というものはいっぱいありますけれども、やっぱり本人の問題だと

いうこともわかりますけれども、そういう中で教育委員会の支援として先生

の研修だとか、スクールサポート、また児童支援ですか、これもいろいろ決

め手がないということなのですけれども、嵐山町の不登校の原因というのを

全国的にちょっと、また埼玉県的から見て、国から、また県から見た嵐山町

の不登校のちょっと状況を申したいと思うのですけれども、埼玉県の不登校

児童生徒数と、埼玉県及び全国の出現率の推移ということで、平成 16年か

ら平成 19年の資料がここにあります。公立小学校、埼玉県では 11年には

1,436人から平成 19年には 1,238人、約 200人ぐらい減っています。

全国から比べても埼玉県は多かったわけなのですけれども、昨年は全国平

均よりかかなり下回りました。また、中学校にあっては平成 11年が 5,460

人から平成 19年が 6,117人、これは平成 11年から、中学校にあっては

徐々に、毎年80人ぐらい多くなっている現象でございます。埼玉県と全国を



比較しますと、埼玉県は全国の中で、小中学校を合わせた人数が 32人と

いうことで非常に悪いほうに来ております。また、埼玉県から嵐山町を見た

場合の現状なのですけれども、嵐山町は平成 17年が不登校が６人、18年

が６人、19年が１人で、20年が１人です。ここにある資料は 18年と 19年

の資料なのですけれども、18年は６人というのは、埼玉県で60位ということ

で結構下のほうだったのですけれども、19年は３位ということでかなり挽回

しております。また、中学校にあっては、平成 17年が 20人、18年が 18人、

19年が 19人、20年が 15人ということでございまして、全国平均から見る

とだんだん、だんだん埼玉県の傾向がふえている中、嵐山町にあっては 19

年は減っているのですけれども、16位から 11位に、だんだん、だんだん減

ってきております。教育委員会としても幾らか頑張っているのではないかな

と私は思っております。 

  不登校の現状はそういう状況なのですけれども、また非行、問題児です

が、菅谷小学校の数人の生徒が授業中先生に対して暴言をはいたり、先生

の指導に従わず席を立つなど問題児がいるということで、昨年に補正予算

を組んだわけですが、本来普通の教育が受けられるところを、問題児のた

めに授業が思うように進まず、ほかの子が置いてけぼりになってしまったり、

クラス全員の普通の教育が受けられないなど心配があります。しかし、この

ような子供たちにも非行、問題児になるには何らかの原因があると思ってお

ります。私が思っているのは、子供は家庭でしつけられ、学校で学び、地域

で育つということがありますけれども、私はこのとおりだと思います。学校は

教育の場であり、しつけまでは大変だと思っております。もっと親が子供に

対して愛情を持って接しないこの問題は難しい問題ではないかなと思ってお

ります。今回志賀小に来た支援員や大学生でボランティアで来てくれている

子もいると聞いていますが、支援員は非行や問題児を専門的に考えている

人が来てくれたということで、先生だとだめならだめとはっきり物を言います

ので、溝が深くなることが多いわけですが、今回来た支援員は年も若く、休

み時間などは一緒に遊んだり、子供たちの考えていることも理解しているよ

うなので、子供が安心して溶け込んでいるということでよい評価を聞いてお

ります。また、さわやか相談員も頑張っているようですが、教育委員会として

もこのような問題に対していろんな角度から直すこともまたひとつ必要では

ないかなと思っております。 

  ここでお聞きしたいのですが、不登校や非行、問題行動の解消は心の教

育の充実がより一層必要だと思います。また、家族、親のしつけのあり方も

大切だと思います。教育委員会の今後の取り組みをお聞きします。 

  体験学習ですが、町長の話の中で地産地消ですか、農業体験をしたり、



できた米をみんなで食べたり、中学校の社会体験の中で、中学校において

は 20事業所、83名、玉ノ岡中学校にあっては 20事業所で 57名という。

また、社会福祉協議会で福祉体験などをしているということなのですけれど

も、また商工会を初め多くの事業所が協力してくれてこういうふうにやってい

るわけなのですけれども、児童生徒が在学中、学校や地域の特色を生かし

た体験を通じて豊かな人間性を育成したり、社会力を育成することにより生

きる力がついてくるのだと思っております。また、体験にもグループの体験、

また１人での体験等がありますが、学校としてはこのような体験をどのよう

なねらいで実施しているのか、また今後学校として充実させるにはどのよう

に進めているのか、教育長にお伺いします。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 それでは、答弁を求めます。 

  加藤教育長。 

〇加藤信幸教育長 すべて吉場議員さんの言うとおりだと思うのですけれ

ども、私が１人ということですので、幾らかお話し申し上げます。 

  １点目は、体力についてですが、これも議員さんのおっしゃるとおりなの

ですが、町での体力の状況や課題と、それから今後学校でどのような取り

組みということですけれども、おかげさまで今回の全国調査で小学校の５年

生について見れば、８種目のうち男女ともそれぞれ６種目、５種目と全国平

均値よりよかったのですが、実は長い目で今までの町の実態を見てみます

と、全体的に低下傾向にあります。特に小学校、中学校ともにたち幅跳びと

か、50 メートル走、持久走という瞬発力、持久力についてはずうっとここ数

年低下しております。これは原因は何か、対応は何かということは、また今

学校で対応を練っていますけれども、それが課題であります。もう２つの課

題は、先ほど申し上げた朝食の課題であります。19年度の調査と 20年度

に比べて小学生、中学生ともに朝食をとる割合が減っています。これが２つ

目の課題です。したがいまして、今後学校としての取り組みは、学校の体育

保健指導だけではなく、子供たちの生活習慣、食習慣、運動習慣の両面か

ら迫っていくことが必要だというふうに考えております。町としても体力向上

推進委員会を開いて、町としてこういう取り組みを各学校やりましょうよとい

うことの協議を重ねております。その１つは、日々の体育の授業で、こういう

授業の流し方をしたらどうだろうかとか、こういう種目に力を入れたらどうだ

ろうだとか、そういうことを話し合って、徐々に成果が上がっております。特

に何点か力を入れて取り組んでおります。１つは授業の工夫、これには子

供たちの運動量を確保する、そういう授業をやりましょうよということ、２つ目

は、授業以外での学校での運動を進めましょうと。朝マラソンとか、全校縄



跳びとか、そういう取り組みも各学校特色ある取り組みをされております。そ

れから、できるだけ町の健康マラソン大会とか、重忠綱引き大会とか、そう

いうところにも積極的に参加しましょうよということで、おかげさまで最近参加

者がふえております。大変ありがたいことだと思います。それから、何よりも

栄養職員による食の指導、これも現在進めております。 

  いずれにしましても大切なのはやっぱり習慣的なことでいうと家庭、保護

者の意識の啓発というのは大事だと思います。町でも広報でもお示ししたの

ですけれども、学校便りとか、保健便り等で保護者の理解を得ないと子供た

ちの体力は増加しませんので、これを引き続き続けていきたいと思います。 

  それから、２点目は非行問題行動等で、この取り組みについて教育委員

会もよく取り組んでくれているという評価をいただいたのでありますが、まだ

まだであります。不登校というのは１人、２人減ったという実績をお示しいた

だきましたが、本来はゼロにしたい。ゼロにしたい。しかしながらいろんな理

由、行きたくても行けない、さまざまな子供たちがいます。個別的に対応しな

ければいけない。単なる数の問題ではないと思います。そういう意味ではい

ろいろな取り組みをしておるのですが、何といっても日々の一人一人の教員

と子供たちの共感的理解に基づく教員と子供の人間関係、それを大事にし

たい。よさを認め、励ますという、そういう人間関係がまず学校生活自体の

基本、さりとて、やっていけないことは毅然とした態度で臨むということ、こう

いう日々の繰り返し、積み重ね、そして何よりもやっぱりこれは吉場さんおっ

しゃるように家庭のしつけということお話しありましたけれども、そのとおりだ

と思います。私はいつも、吉場さん今話しありました、子供は家庭でしつけら

れ、学校で学び、地域で育つと、それぞれ役割を果たしましょうよということ

でお話を申し上げているのですが、学生時代に読んだ本というか、多分ジョ

ンロックだと思いますけれども、親側が子に残すことのできる最大の財産は

しつけであると、どんなに立派な家を建てて子供に残しても、古くなってしま

えば、火事になってしまえばなくなってしまう。どんなに金を残しても使ってし

まえばなくなる。だけれども、しつけだけは営々としてその子供の心に残って、

次世代まで続いていくのだと。親が子供に残すことのできる最大の財産。子

供の問題行動、非行などは 100％子供の責任ではなくて、やっぱりある面

では子供が犠牲者なのかもしれない。そういう意味ではやっぱり親は子供

たちにとって初めて出会う先生です。そういう意味ではやっぱり子育て支援

という両面から町としてもできること、いろんな形で、いろんな立場からやっ

ぱり町を挙げて子育て支援ということにもなってくるのだなと、そんなふうに

考えております。 

  それから、体験活動について、学校でのねらいとか、これからどう進める



かということでよろしいですか。町長さんのお話にもありましたようにさまざま

な体験活動を学校で行っております。自然体験活動であるとか、社会福祉

体験であるとか、勤労生産体験、ボランティア、職場体験、さまざまな形で取

り組んでおりますけれども、これは学校という教育課程の編成の中で、学校

が意図的、計画的に計画した体験活動です。私は、大事なのは子供が自発

的に行う体験活動だと思っています。嵐山でも中学校においては生徒会が

主体となって地域のボランティアの美化清掃であるとか、あるいは菅谷中学

校であれば歴史資料館の清掃、生徒会主催でやってみようとか、それから

先週の日曜日も菅谷中学校へ行ったのですけれども、廃品回収、生徒が自

主的に手伝っておりました。私も見ているときに子供たちが一輪車で新聞紙

を運んでくるとき、近所のおばさんがご苦労さんと言ってくれるのです。ちょ

っと子供たちも照れているけれども、まんざら悪い顔ではなかったです。そう

いう生徒が自発的な活動をする、この両面で学校は進めていっていただけ

ればありがたいと。 

  それから、２つ目は地域での体験活動さまざまあります。いろんな地域で

の行事に子供たちがかかわっていただけるよう取り組んでいる地域だとか、

それから伝統文化を継承保存していく活動に子供たちが加わるとか、スポ

ーツ少年団であるとか、さまざまな形で地域における体験活動というのも大

事かなと。きざなようですが、私が一番体験活動で大事だと思うのは、小さ

いうちからの家庭での親と子の触れ合いという体験活動だと思うのです。こ

れが体験活動の出発であります。この体験活動というのはやっぱりしつけに

深くかかわってくるのだろうと。中学生、高校になってさあ体験といってもな

かなかすんなり入っていけないところがある。やっぱり一番大事な体験は、

まず親と子供の触れ合いという体験活動、これは大事だと思います。そうい

う意味で今後体験活動につきましては、学校教育や生涯学習や、それから

子育て支援の部分、そういう視点からこの取り組みがさらに広がりますよう

に、いろんな立場の方々のご支援をいただきながら町としても取り組んでい

きたいと、こんなふうに考えております。 

〇柳 勝次議長 吉場道雄議員。 

〇５番（吉場道雄議員） では、３回目の質問をさせていただきます。 

  体力、運動能力、運動習慣ですが、中学２年生の男女とも全国１位だっ

た千葉県の例なのですけれども、休み時間などを使い子供たちがリレーや

連続縄跳びなどにグループやクラスで挑戦して、上位に入るとホームページ

で発表したり、表彰するということを行って体力を高めている。また、毎年行

っている体力調査の中でも、小学５年生とか、６年生で好成績をおさめると

運動能力賞ということで賞状を出して、お互いに競いながら体力向上を図っ



ている県もありますし、またほかの運動能力の高い学校では、休み時間を

利用して月ごとに縄跳びやマラソンをしたりして、体力向上に励んでおりま

す。縄跳び、マラソンには一人一人の明確な目標を持って運動に取り組ん

でいるそうです。このように運動能力の高い学校は子供の健全育成の基礎

となる体力の向上に向けて創意工夫をしながら頑張っております。先ほど教

育長さんのお話の中にありましたけれども、今年の２月の１日に第 24回の

嵐山町の重忠綱引き大会が行われました。ソフトや野球などはだんだんと

参加チーム数が減る中で、この大会にあっては今回６チームが参加しまし

た。毎年チーム数がふえてきている状況です。特に小学校の子供が非常に

多くなって、今回参加チームが 36チームですか、本当に１年生から６年生

まで各学校１チームぐらいずつあってもこの数には足りないですけれども、

このようなチーム数になっております。一本の綱を、みんなで気持ちを一つ

にして、自分たちが楽しみながらできるのではないかなと思っております。子

供たちが参加することによりまして親の応援も多く、親子一体となり、先ほど

言ったようなコミュニケーションが図られているのだと私は思っております。 

  また、このときに滑川総合の高校生が参加してくれました。大会はもちろ

ん非常に盛り上げてもらいましたけれども、その中、滑総の野球部の生徒

が体育館の入り口にある、みんなの靴が乱雑になっているところを一つ一

つ整理整頓をしながら、また３レーンで行われましたけれども、そこに担当

の部員を何人かずつして、大会が終わるまでそこの掃除をしてくれました。

これをやっぱり子供たちが見ていて、これは私も見ていて感動しましたけれ

ども、こういうようなのが心の教育ではないかなと私は思っております。 

  今綱引きを例にとりましたけれども、教育委員会も、各学校も目標を上げ

て運動をしていることが先ほどの答弁でわかりましたけれども、自分たちで

楽しみながら、クラス全員で体を動かすなど、嵐山町の特色を生かした、子

供たちがだれでも参加できるものも体育の中で取り入れてもいいのではな

いかなと私は思っておりますけれども、そのところをちょっとお考えをお聞き

したいのですけれども。 

  また、不登校の関係なのですけれども、この問題はやっぱり家庭や親の

しつけが一番の、先ほど言ったように問題と思っております。また、心の教

育がいかに大切なのかもわかっております。先ほどの不登校を例にとりま

すと、先ほども言ったように埼玉県では小学生は毎年少ないような現状にあ

ります。逆に中学校ではふえてきております。嵐山町でも15人と減ってはい

ますけれども、その 15人の人に対しては問題は大きいと思います。教育委

員会、学校の協力もわかりますが、まだ多くの子供がいるし、非行問題の子

供が一人もいないモデル校を目指して教育委員会に頑張ってもらいたいと



思います。これは要望ですので。 

  体験活動も基本は親子の体験活動ということが基本でございますので、

これからもそのような場をつくれればいいなと思っております。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 それでは、答弁を求めます。 

  加藤教育長。 

〇加藤信幸教育長 １番目の体力については、お話のように子供が意欲を

持って、目標を持ってチャレンジするという意味では、自分との闘い、チャレ

ンジと、それから集団の中のチャレンジと、バランスよく学校の授業ではそう

なっているのですけれども、各学校でいろんな取り組みをしております。さっ

き千葉県の例もありましたけれども、町の体力向上推進委員会では毎年こ

ういう冊子をまとめまして、各学校の取り組みを紹介しているのですけれど

も、例えば菅谷小学校ではとにかく全校縄跳びに取り組むと、菅谷中学校と

の連携で４年生から６年生は連続二重跳びをこの１年間で跳べるように頑

張ろうと。菅谷中学校では菅谷小学校と連携して、縄跳びで、さらに後ろ跳

びで云々と、こういう取り組みもしております。各学校の実態、子供たちの発

達段階に応じて取り組んでおると思いますので、ぜひ頑張っていただきたい。 

  それから、町のいろんな町民スポーツ大会とか、重忠綱引き大会とか、

いろんな行事があります。おかげさまで学校がクラス単位で出場してくれる

ようになりました。ここら辺はいろんな学校の子供たちと触れ合ったり、ある

いは大人も綱引きを見たりとか、まさに体験、いい勉強になるのではないか

と思います。もしかすると、このまま続いてしまうと菅谷中学校の体育館だけ

では足りなくなってしまうので、小学校の体育館と２つやれるようになれれば

いいなと思っております。 

  いずれにしても体力の向上については頑張ってまいります。 

〇柳 勝次議長 どうもご苦労さまでした。 

  この際、暫時休憩いたします。おおむね 10分間。 

          休  憩 午後 ２時２８分 

 

          再  開 午後 ２時４３分 

〇柳 勝次議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
 

          ◇ 川 口 浩 史 議 員 

〇柳 勝次議長 一般質問を続行いたします。 

  続いて、本日５番目の一般質問は、第９番議員、川口浩史議員。 

          〔９番 川口浩史議員一般質問席登壇〕 



〇９番（川口浩史議員） それでは、一般質問を始めてまいります。日本共

産党の川口浩史です。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 

〇柳 勝次議長 ちょっと質問者に申し上げます。通告書に従って質問をす

るように。 

〇９番（川口浩史議員） 30年前からソ連や中国に対して、ああいう社会主

義を目指すのではないということで活動してきたのです。ついでですから申

し上げておきます。 

  それでは、ご質問いたします。 

  まず初めに、環境問題についてです。①として、太陽光発電について町

長は今後補助制度をつくっていくということで、昨年の９月議会の所信表明

でお話しになりました。いつから始めていくのか伺いたいと思います。 

  ②として、職員の町内出張に対して電動自転車を使用して環境対策を進

めていっていただきたいというふうに思います。 

  ③として、新年度予算書や決算書の議員への配付を、補正予算と一緒

に配って、無駄なＣＯ２を排出しないように進めていっていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

  ２番目に金融危機についてです。これは既に新年度予算で質疑のやりと

りをしておりますが、改めて①から③まで伺いたいと思います。 

  ①として、町内企業の派遣切りの実態をつかんでいるでしょうか。 

  ②としては、派遣切りになった人の仕事確保や生活実態をつかんでいた

ら伺いたいと思います。 

  そして③は、中小企業の資金繰りの実情を伺いたいと思います。 

  最後に、給食調理場についてです。 

  ①として、シャワーの設置を計画しているわけですが、毛呂山町でも給

食調理場にシャワーを設置しておりますが、このシャワーが使われていない

ということがわかりました。そういうことでありますので、設置をやめるべきだ

というふうに考えますが、いかがでしょうか。 

  ②として、太陽光発電の設置ができない屋根を今つけていくということで

ありました。これでは本当に環境を考えない建物が建ってしまうなというふう

に思います。設置できる屋根に変えていくべきと思いますが、お考えを伺い

たいと思います。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず、水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 ２番の金融危機についてお答えをさせていただ



きます。 

  まず、町内企業の派遣切りの実態ですけれども、これにつきましては商

工会等にも確認をさせていただいたのですけれども、実態等についてはわ

かりません。ただ、特に製造業の工場の稼働日数とか減らしているというこ

となので、実態としては派遣切りもあるのではないかと思われます。 

  それから、次の２番の派遣切りに遭った人の仕事確保、また生活状況の

関係ですけれども、これにつきましても実態がわからないわけなのですけれ

ども、町としては町のハローワークの求人広報等の掲示、それから配付、そ

れから派遣切りに遭った人が職につけるように緊急雇用の創出事業等、国、

県の助成をいただきながら積極的に進めているのが現状です。 

  それから、３番の中小企業の資金繰りの実情なのですけれども、これに

つきましてはセーフティーネット保証制度がございまして、その関係で認定

の申請の状況が 20年度で、昨年の６月からきのうまでの件数が 35件あり

ました。それで、昨年の６月から 10月末までで５件、それで 11月、12月で

13件、それでここに来てまたかなりふえてきておりまして 17件の申請が出

ております。内容としては、売上高の減少に伴う認定の申請がほとんどでご

ざいます。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 次に、小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、大きな３番につきまして①と

②についてお答えをさせていただきます。 

  議員さんご承知のように新しい調理場の建設工事に着手したわけでござ

いますけれども、この設計に当たりまして実際に現場で働く調理員さん、あ

るいは学校栄養職員等を中心にいたしまして、他町村等の調理場も視察を

させていただいたということも１点ございます。そして、それらをもとにしなが

ら、あるいは現場での声というのでしょうか、そういったものをもとにしながら

いわゆる設計協議、こういったものを重ねて、そして使用する現場の声、こ

の辺を中心に、重視して進めてまいりました。その中でご指摘のシャワーに

つきましても、現場の声としてぜひ必要であるというような声がございました。

現場で働く職員の衛生面あるいは健康面、こういったことを考慮していきま

すとシャワーは調理場にとって必要な施設であるというふうに考えておると

ころでございます。 

  続きまして、②でございます。太陽光発電につきましては、いわゆる太陽

電池によりまして太陽光のエネルギーを電気にかえて発電すると。電力を

供給するというシステムでございまして、特に化石燃料と違って発電の過程

でＣＯ２を出さないというふうなことで、クリーンな自然エネルギーだというふ



うなこと。クリーン自然エネルギーでございますので、いわゆる地球環境へ

の貢献とか、こういったことを考えますと趣旨的には十分理解はできるわけ

でございますけれども、何せ設置費用がかなり高額というふうなことでござ

いまして、今の状況では導入は困難というふうに考えているところでござい

ます。 

  また、お尋ねは太陽光発電が設置できる屋根への変更というふうなこと

でございます。先ほど申し上げましたように既に工事にも着手しておるところ

でございまして、太陽光発電が設置できる屋根への変更と、こういう形にな

りますと、予算を含めまして設計変更、構造の変更、そういったことで大幅な

変更が予想されるところでございまして、私どもとしてはこのまま進めていき

たいというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 最後に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 川口議員さんの１番の環境対策についてお答えをさせて

いただきます。 

  太陽光発電への補助金はいつからかということですけれども、太陽光発

電への補助金というのはまだ話をしたことはないのではないかと思っており

ます。エコキュートというほうの補助金に取り組んでいきたいという計画はあ

れなのですが、エコキュートというのは、電力会社の給湯器メーカーが使用

している愛称で、関西電力の登録商標なんだそうですが、正式名称というの

は自然冷却ヒートポンプ給湯器なのです。お湯をそういう形で沸かして、通

常の沸かし方より高性能といいますか、そういうような給湯器、それについ

て補助金を 22年度からできればというふうに考えております。ですので、太

陽光発電への補助金というのは現在まだ考えておりません。 

  次に、職員の町内出張に電動自転車をということでございます。電動自

転車、要するに車を使わないで、自転車を使ったらどうだ。普通の自転車だ

とより大変なので、幾分補助がつく自転車を使ったらどうかということでござ

います。地球環境に配慮した優しい対応ということでお考えだと思うのです

けれども、そういう状況が現在すぐとれるかどうかということが問題でござい

ます。嵐山町の高低差のある地形の中で、町内といえどもどこでもというこ

とが可能かどうかということがございます。また、遠距離、近距離あるわけで

すが、そのほかに天候の問題等もありますし、寒暖の差もございます。そう

いうような状況の中でどこまで対応ができるかということでございますが、将

来的なことを考える上で騒音対策、それから省エネ対策というようなことを

考えると、確かに自動車を、どこに行くのもぶうぶう運転をしていくのに比べ

たらかなり負荷が環境に対して少ないということが考えられているわけです。



そういうメリット面があるわけですけれども、今申し上げましたようにデメリッ

トと考えられるような大変な部分もあるわけで、これからどこのところまでそ

ういうものに対応ができるか、そしてそういうものに職員の皆さんがすぐ取り

入れてもらえるものかどうか。一般的に私どもが近所に行くにも歩いていく

か、歩けないところになると車にちょっと乗ってしまう、そういう社会の中で、

それが普通になってきている状況があるわけですので、その意識を変えて

いかなければいけないわけですので、そういう面も含めてこれからご提言の

内容を検討させていただきたいというふうに思っております。 

  それから、当初予算、決算、補正予算の配付の方法でございます。一緒

に配付ができないかということでございますが、これもかなり近隣の町村で

一括をして配付をしているというところが多いようでございます。日にちはそ

れぞれちょっと変わっているわけですが、議会前の議運の日を中心に配付

の日がなされているようなところが多いようでございまして、町においても議

長さんと相談をして、どういう対応をとったらいいのか検討させていただきた

いと思っております。 

〇柳 勝次議長 再質問を許可いたします。 

  川口浩史議員。 

〇９番（川口浩史議員） 太陽光発電の関係で、まさかこんな答弁が来ると

は思わなかったので、ちょっと私も何も用意していなかったのですが、ちょっ

と急にいただいて、会議録を持ってきてよろしいでしょうか。ちょっと確認させ

ていただけないでしょうか。 

〇柳 勝次議長 ２回目の質問が終わってからにしていただきたいのです

が。 

〇９番（川口浩史議員） では、そういうことでさせていただきたいと思います。 

  太陽光の発電がそういうことで、おっしゃっていないということであればあ

れなのですが、町長の発言を載せた広報にもエコキュートとは書いてなくて、

太陽光というふうに書いてあったというふうに記憶しているのです。これはま

だ確認してきたばっかりですので。ちょっと、ではそれはいいです。 

  自転車の件なのです。ちょっと川越市に伺ったのです。川越市では環境

対策として導入しているということであります。通勤にも使用するようにという

ことで職員に働きかけているということなのです。自転車で走る範囲には旧

市内、16号から、ちょっと広い道の内側ということで、そこに限っているとい

うことなのです。そういう面考えると、嵐山でも市街化区域に限っての範囲

がよいかなというふうには思うのですが、そこは労組のほうと相談していた

だければいいのですが。それと、健康面と寒暖と天候という問題があるわけ

なのです。そういうのはどうしているのですかということで伺ったのですが、



特にそれに対しての、こういう場合は自動車にしなさいとかというマニュアル

はないということなのです。全部職員に任せていると。職員がだから乗りたく

なければ乗らないし、天気がよくても。乗りたいときに乗っていると。雨や風

の日は乗らないようにはしているという話なのです。やはり無理にやるとな

かなかこれは難しいと思うのです。だから無理ではなく、体調もあるでしょう

から、あくまでも職員の都合に合わせてやっていただくというのが一番いい

かなと思うのです。環境面について町長もおっしゃっているようにＣＯ２を、

電気で、もとで発生をさせていますが、車から出すものと比べ物にならない

ほど小さいわけですから、ぜひ取り入れていっていただきたいと思うのです。 

  高低差については、この程度のところで、私も確認したのですけれども、

ブリジストンのほうに、ちょっと難しい専門用語を使われてしまったのでわか

らないのですけれども、ある程度の坂でしたら普通にこいで上れますよとい

うようなことをおっしゃっていたのです。ですから、この程度のところの坂でし

たら負担なくこられるみたいなのです。そういう点でもう一度伺いたいという

ふうに思います。 

  それから、新年度予算との関係なのですが、これは議運のほうできちん

とやっていくべきものではあるかなと思うのですが、ちょっと私のほうも検討

していただきたいということでお話ししたのですが、残念ながら協議していな

かったということでしたので、あえて、執行のほうの権限になるというふうに

思ったのです。議会のほうには相談といいながら。ですので、ちょっと聞いた

のですけれども、わかりました。それは議会のほうともう一度やって、私も今

議運のメンバーですので、取り上げていただくように私のほうも言っていきた

いと思います。 

  それから、金融危機の関係で①、②というのはかなり実態としてわかって

いないというお話なのですが、なかなか私自身も一部の実態しかつかめて

いないというところですので、なかなかこういう面が表に出にくいかなという

ふうな感じがしているのです。昨日ＮＨＫのクローズアップ現代で、高校生の

退学が今非常に多くなっているということで取り上げておりました。これはこ

の金融危機の前からもう起こっている状態なのですけれども、07年の、おと

としの卒業の段階で入学では 201人いた生徒が 120人、81人もやめてし

まったということなのです。その多くが授業料が払い切れないでやめてしま

ったということなのです。今はもっと大変だと思うのです。この金融危機を迎

えて。高校卒業の資格がないとまた就職先も見つからなくて、また生活が大

変ということをきのう放送していたのですが、やっぱり生活状況というのは相

当大変だというのがあの番組を見て私自身わかったのですけれども、そう

いう状況が当然町内でもあるというふうに思うのです。そういうものに対して



のセーフティーネットというのがきちんとしていない現状の中で、そういう人

が来た場合、町として何らかの対応をしていっていただきたいというふうに

思うのですけれども、これは健康福祉課になりますか。町長か副町長でもい

いのですが、お答えできるようでしたらお願いしたいと思います。 

  中小企業の実情はなるほどセーフティーネット保証制度というものを利

用している数がわかって、資金繰りの厳しさというのがわかりました。できる

だけ町として援助できる面を速やかにやっていただきたいというふうに思い

ます。これは要望で結構です。 

  ３番目の給食調理場についてです。シャワーの関係ですが、現場で働い

ている調理員の声を聞いてやったのだと。近隣も見てきたということでお話

になったわけですが、近隣がどこを見たのか、私は、お話になっていないか

らわかりませんけれども、今度つくるのは、少なくとも毛呂山町程度のもの

は、大きさは別にして、内容面では毛呂山町程度のものをつくっていくので

はないかなと思うのです。毛呂山町は、前にもお話ししましたようにオール

電化で進めております。その毛呂山町の給食調理場でも職員からシャワー

の設置を求められてつけたわけなのです。ところが実際に、夏場になっても、

空調がいいから使わないで済んでいるということなのです。嵐山町の施設、

それが、いや、何、毛呂山町よりうんと劣るのだよということがあれば、それ

は使う可能性のほうが高いですが、現状から見たら使わないほうが高いわ

けです。使わないものをつけてどうするのですか。そうでしょう。使わないも

のをつけたら無駄だと言われるのが落ちですから、そんなことをやってはい

けませんよ。一たん、ここはよく職員のほうにもお話をして、どうしても必要な

場合、夏場を迎えて必要だったら、それは後でつければいいし、そういうふう

にしていっていただきたいというふうに思うのですけれども、これは課長に聞

いても全く同じ答えしかくれないと思うので、責任ある方にお答えをいただき

たいと思います。 

  それから、太陽光発電の関係なのですが、Ｔのコンマ４カラーガルバリュ

ウム鋼板平ぶき発泡材裏打ちという、こういう屋根ですよね。問題は、今す

ぐ私はつけてほしいですけれども、財政状況を考えたら、それは今すぐでな

くてもそれはしようがないです。でも将来つけていく気のない屋根をつけて、

それはどうするのですか。環境問題全く考えないということなのですか。これ

は町長も今苦々しい顔をしたけれども、町長自身も昨年の施政方針で環境

問題をうんとうたっているわけです。やっぱりそれはつけられる屋根に変更

していってほしいと言っているのですから、それは考えていっていただきた

いと思うのです。設計変更とかそういうものは、これからつくっていく段階で

よくあることですよね。図書館だってあったわけですから。つくっていった段



階で可動式の書庫のほうがいいのだなんていうことでつけていったり、壁を

かえたりだとかという、そういうことで変えていったわけですから。ただ屋根

は早期にもうやらなくてはならない問題ですので、ぜひ環境を考えた建築物

を、調理場をつくっていただきたいというふうに思うのです。これもどなたか

責任ある方にご答弁をいただきたいと思います。 

〇柳 勝次議長 暫時休憩いたします。 

          休  憩 午後 ３時１３分 

 

          再  開 午後 ３時１８分 

〇柳 勝次議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行いたします。 

  川口浩史議員の２回目の質問の中で環境対策についての①番の質問

ですが、２回目の質問を許可いたします。 

  どうぞ。 

〇９番（川口浩史議員） 私がちょっと早合点をしてしまったみたいで。こうい

うふうに町長おっしゃったのです。太陽光発電でＣＯ２の排出削減を図るエ

コキュート補助制度を創設いたしてまいりますということでありましたので、

太陽光発電そのものにはおっしゃっていないということでありました。大変失

礼いたしました。 

  なるほどエコキュートの補助というのもいいことだなと思います。ただ、来

年度、平成 22年度から国は太陽光発電でできた電力を、今までの倍の値

段で買うようにということで、もうご存じだと思うのですが、国のほうの方針が

出ているわけです。そういう点とあわせて、今国の補助、１件当たり 20万円、

県も新年度からつくわけですよね。既存で 21万というふうに載っているので

すが、新築の場合ちょっとどういうふうな金額なのか、新聞だとちょっとわか

らなかったのですが、そういう補助制度が今できる中で、非常に設置しやす

い環境になったと思うのです。もっと環境対策を進めていっていただきたい

というふうに思うのです。それはやはり町も一緒になって補助制度をつけて

いっていただきたいというふうに思うのですけれども、お考えを伺いたいと思

います。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず最初に、加藤教育長。 

〇加藤信幸教育長 責任ある立場ということなのですけれども、１点目はシ

ャワー室についてですけれども、川口さんは、使わないものをつくるのはだ

めと、そのとおりだと思います。使おうということでつくりますので、議論がか

み合わないのですけれども、文科省、学校給食の衛生管理の基準も年々厳



しくなっておりまして、特に職員、従事者の衛生管理、健康管理には特に留

意を払うように再三通知等があるわけですけれども、シャワーについても毎

日、毎日使う必要があるのかといったら、それはわかりません。ただ、調理

員の皆さん方が、調理場だけではなくて、場内の清掃とか、そういうことで使

う必要、汗をかいたりとか、あるいは調理場で汁がかかって云々とか、そう

いう場合も考えられるので、ぜひつけてほしいという要望でありましたので、

ぜひつけさせていただきたいということでお願いしたいと思います。 

  また、太陽光発電につきましては、先ほど課長がお話ししたように、ごら

んのようにもう既に工事が着工をしているところでございますので、予算等

も含め設計変更、構造の変更等大幅な変更になると同時に、今年度中の稼

働を目指しているわけですけれども、そういうところにも影響がございますの

で、このまま進めさせていただきたいというふうにお願い申し上げます。 

〇柳 勝次議長 次に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 それでは、川口議員さんの質問に重ねてお答えさせてい

ただきます。 

  環境問題でございます。太陽光発電の補助金が一番でございますが、

ただいま申し上げましたようにエコキュートを第１弾といいますか、環境対策

に取り組んでいきたいということで、これは世界の潮流になってくると思うの

です。そういう中で、アメリカだけでなくて日本の国でもこういうものがこれか

ら主流になって、環境対策というものが前面に押し出された事業が大きく、

多く取り組んでいかれるのではないかというふうに思います。太陽光発電に

しても県の窓口というのがあるのですが、１月 13日にスタートします。住宅

用太陽光発電システムの設置に対して補助金制度ができましたよ。こういう

ようなこともあるのです。国の制度も平成 20年 12月 24日通産省、これが

今のですね。それから、県でも21年度からスタートするということでございま

す。それで、21年の、これからですが、３月 27日にそれらの、どういうふう

に取り組んでいくかという県の説明会もあるということです。ですので、町で

も当然前向きにこういうものについても考えていくというふうに思っておりま

す。ですので、これからそういうものにしっかり取り組んで、対応を練りなが

ら取り組んでいきたいというふうに思っておりますが、当面は、先ほど説明さ

せていただきました内容で、22年度からそういうものに取り組めればという

ことでいきたいというふうに思います。 

  それから、電動自転車でございますが、先ほど話をしましたように電動自

転車とか、あるいは今のエコキュートだとか、太陽光発電だとかいうことも含

めて環境対策、嵐山町は既に取り組んでいる環境の先進の自治体という自

負もありますので、いろんなものに積極的に取り組んでいきたいという希望



は持っております。そういう中で自転車ですけれども、これからどういう形で、

どういうふうな意識づけを持って取り組んでいけるか、前向きに検討してい

きたいというふうに思っています。 

  それから、金融危機ですが、いろんな状況の中で大変もう困ってしまった

というようなときに町はどう対応するのだということでございます。予算の審

議の過程の中にもいろいろそういうような問題が出てまいりました。どういう

状況ということでなくて、こんなもう大変な状況ですので、考えられないような

事態がどこに、どう発生するかわからないような状況でございます。ですの

で、どんなことになるかわかりませんが、今日本の中でとられている最終的

なセーフティーネットに当面は頼らざるを得ないのかなというふうに思います。

それで、特別対策として、こういうようなケースが多く出てきたら、当面国も、

県もそのままの状態で見過ごすというようなことにはならないというふうに思

っておりまして、嵐山町で今すぐすぐ、このところがこうなのだというような対

策はとれないわけですけれども、そういうものをしっかり見ながら優しい町政

ができるように考えていきたいというふうに考えています。 

〇柳 勝次議長 川口浩史議員。 

〇９番（川口浩史議員） １番、２番についてはわかりました。よろしくご検討

いただきたいと思います。 

  ３番目のシャワーの件なのですが、衛生面、健康面、これは急に出てき

ている話ではなくて、それは前から出ている話のわけですよね。今までの調

理場であれば、それは温度も高くなってしまうわけです。オール電化で唯一

すぐれている点というのは熱が周りに逃げないと、調理機器から周りに。ガ

スだと何か、東電のお話ですと３割の熱はもう外に逃げてしまうのだと、それ

だけ周りが温まってしまうと。ところがオール電化でありますと 98％だかの

熱の利用ができるということをおっしゃっていたわけなのですけれども。そう

いうふうに周りに熱が出ない、そして空調がいい、必然的に汗のかく量も少

なくなる。中の室温も下がってくるというふうになってくるわけです。それで今

のお話ですと毎日使わないかもしれないということでお答えなのですが、ほ

とんど使う感じはしないのです。それは毛呂山町を見れば全くそれはわかる

わけで、それをもう決めてしまったことだからということでつけてしまうのは、

これはいかがなものかと。どうしても必要だということであれば、それは後か

らつければいいわけです。必要になった段階で。本当に教育長のおっしゃる

ような使用というのが考えられるかというと、非常に少ないというふうに私は

言わざるを得ないです。そういう使用が少ないというものをあえてつける、あ

えてといいますか、そこは無駄なものは削っていくという大胆な決断が必要

だと私は思うのですけれども、もう一度お考えを伺いたいと思います。 



  それから、屋根の関係なのですが、もう本年度中の工事に影響するとい

うことであるわけですけれども、それを理由にしてしまったら、何も改善とい

うのはできないです。長い目で見たらもう 30年も 40年もこれから使うわけ

でしょう。そこに太陽光発電がもう乗せられないような屋根をつけていくとい

う、こっちのマイナスもやはり考えていただきたいと。将来は嵐山でも太陽光

発電を乗せていくと、少しでもＣＯ２の削減、温暖化対策をやっていくのだと

いう考えがないのか。ちょっとそれを伺いたいです。そのお考えがないのか。

あるのだったらやはりそういうふうに、年度途中の工事が云々なんて言わな

いで、変更をしていくべきだというふうに思うのですけれども、お考えを伺い

たいと思います。 

〇柳 勝次議長 それでは、答弁を求めます。 

  加藤教育長。 

〇加藤信幸教育長 シャワーについてですが、これは後でもいいのではな

いかというお話がありました。無駄なものは削るという話ですけれども、今回

の給食調理場については本当に無駄な、もっともっと私どもとすればあれも

つけていただきたい、これもこうしてほしいというのがあったのですけれども、

何せ予算が伴うもので、ぎりぎりのものをお願いしたわけであります。子供

たちが見学できるような、２階のあれとかもかなりあれして絞ったつもりであ

ります。それで、シャワーにつきましても、さっき衛生の管理の基準のことも

お話を申し上げましたが、調理員の皆さん方に聞きますと、特に子供たちの

好きなカレー料理であるとか、カレーシチュー、カレー焼きそば等について

のニンニク、野菜等のいためる、そういうものについての体や着ている物に

ついてしまったりとか、いろいろなそういう調理場の課題もお話を承っており

ます。また、お話に空調施設が整っている、大変ありがたいのですが、その

中でも食材の運搬であるとか、移動だとか、それから搬出、あるいは調理器

具の洗浄であるとか、場内外の清掃等にかかわって汗も出ることだし、ぜひ

つけていただきたいということでつけさせていただきましたので、再度これに

ついてはご理解をお願いしたいと存じます。 

  それから、太陽光発電についてＣＯ２対策を考えていないのかと、当然そ

れはもうこういう時代であります、当然それは当たり前のことであります。十

分その必要性については理解をいたしております。何せ予算というものを、

先ほどぎりぎりの線で建てかえをお願いしたいということをお話し申し上げま

したけれども、これにつきましても非常に予算等も伴っておりますので、それ

から今後の設計変更だとか、構造の変更等、そういうことも考えまして、工

事が進んでおりますので、これまたぜひご理解をいただきたいと、再度お願



いを申し上げます。 

〇柳 勝次議長 どうもご苦労さまでした。 
 

          ◇ 安 藤 欣 男 議 員 

〇柳 勝次議長 続いて、本日最後の一般質問は、第 11番議員、安藤欣

男議員。 

          〔11番 安藤欣男議員一般質問席登壇〕 

〇11番（安藤欣男議員） それでは、議長のお許しをいただきましたので、

一般質問をさせていただきます。第 11番議員、安藤欣男でございます。 

  大きくは２点をお願いをしているところでございますが、まず最初に財政

についてお伺いをしたいと思います。ご案内のように我が国経済の現状は

大変厳しい、報道もそうですが、アメリカのサブプライムローンに端を発した

リーマンブラザーズの破綻が、これまた全世界に瞬く間に広がって、金融破

壊を引き起こし、それがまたドミノ倒しのように、100年に１度と言われるよう

な、我が国にも大変な影響が出てきておるわけでございます。一昨日、ご案

内のように株価が日経平均２日連続、きのうは若干上がりましたが、安とな

って、バブル崩壊後の最安値を記録したと。そんな状況でございます。グロ

ーバル経済の陰の部分が一挙に吹き出してきたというふうに言わざるを得

ないわけでございますけれども、経済不安が一日も早く安らいで、将来展望

が早く開けるようなことを願わずにはいられないというふうには思っておりま

す。 

  そうした状況の中でございますが、通告書に基づきまして質問させてい

ただきますが、第１番目の未曾有の経済危機に伴う地方自治体の財政危

機問題は厳しさを通り越しているというふうに私は思っておりまして、今後本

町財政にどう影響するか、見通しを、なかなか難しいとは思いますけれども、

お伺いをしたいと思います。 

  ２番目には、行財政改革のさらなる推進が、あるいは強化も必要であろ

うと思いますが、どんな見解をお持ちなのかお聞きをしたいと思います。 

  それから、３番目ですが、住民要望、大変ものが出ていると思っておりま

す。財政の厳しい中でこれからどんな手法で町政運営を進めていくお考え

なのか。町長はたびたび地域経営ということをおっしゃっておりますが、この

厳しい情勢がますます深まってきた中で今後どうするのか、お伺いしたいと

思います。 

  続いて、道路行政についてお伺いしますが、平成 19年、20年、このとこ

ろ嵐山町の中におきましては国道のバイパスの改良、あるいは県道の改良

等々大変進んでまいりました。また一方、町道の改良につきましてもまちづ



くり交付金事業等の導入を初めとしていろいろ見通しを立てているわけでご

ざいますが、これも担当課のさまざまな努力によって進んでおるということに

対しましては、深く敬意を表したいと思います。 

  しかしながら、安心安全なまちづくりということには道路行政、大変な一

翼を担っているところであります。いつも新しいものは必要でもございます。

そういう中で次の３点につきましてお伺いをしたいと思っております。 

  まず第１は、県道熊谷―小川―秩父線、これの嵐山町内から小川町奈良

梨までの間の歩道の設置、改良事業の進捗の見通しについてということで

お伺いをしたいと思いますが、これは長年懸案でございましたが、昨年地元

説明会等々も行われたやに聞いております。調査費がついて、それが実行

されたわけですが、これらのときの模様等々も含めてお伺いができればと思

っておりますが、よろしくお願いいたします。 

  それから、２番目の、これは私、古い人間といいましょうか、県道玉川―熊

谷線と書きましたが、玉川は今ときがわ町になりましたので、県道ときがわ

というふうにお直しをいただきたいと思います。ときがわ―熊谷線でございま

すが、千手堂地内に歩道の未整備のところがございます。これにつきまして

は長年状況が続いているわけですが、車が車道に出ている場合なんかもあ

りますので、早急な解決が望まれるというふうに思っているのですが、どうい

う状況でこんな状況が起こってしまっているのか、同意がもらえなかったか

らということでしょうが、改善の見通しについてお伺いをしたいと思います。 

  それから、３番目ですが、町道あるいは生活道路への樹木の枝等々が

かなり伸びているところがございまして、問題になるところが見られます。こ

れは伐採をしなければならないわけなのですが、伐採の基準が何かあるの

かどうか、お伺いをしたいと思います。 

  以上、大きくは２点でございますが、明解なご答弁をいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

〇柳 勝次議長 一般質問の途中ですが、この際、暫時休憩いたします。お

おむね 10分間。 

          休  憩 午後 ３時４２分 

 

          再  開 午後 ３時５９分 

〇柳 勝次議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行いたします。 

  既に安藤欣男議員の質問が終わっていますので、順次答弁を求めます。 

  まず、木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 お答え申し上げます。私からはナンバー２の道



路行政についてお答え申し上げます。 

  まず初めに、１番の県道熊谷―小川―秩父線の歩道設置事業の進捗と見

通しについてお答えします。この事業は埼玉県の東松山県土整備事務所で

平成 18年に嵐山町、小川町の２町内で地権者説明会が行われました。そ

れで、平成 18年に測量の立ち入りの許可をもらいまして、平成 19年度に

関係図面が完成しているというものでございまして、東松山県土整備事務

所では用地買収を平成 21年度に熊谷市側より関越自動車道までの間、平

成 22年度に関越自動車道から小川町の間の用地買収を全線完了させる

予定だそうです。また、工事については平成 20年度予算で、３月に熊谷市

側より 400メートル、関越自動車道手前 150メートルまでと、市野川の歩道

の下部工の工事を発注する予定になっているそうです。全線の完了予定は

平成 23年を予定しているということです。町としても一日も早く完成できま

すよう協力をしていきたいと考えております。 

  次に、２番の県道ときがわ―熊谷線の千手堂地内の未歩道整備の解消

についてですけれども、この路線につきましても平成 18年度にこの場所を

除き千手堂地内については両側歩道で完成しているものでございまして、

東松山県土整備事務所の用地担当に確認したところ、何度となくこの場所

の関係地権者と用地交渉を重ねてきましたということでございますが、地権

者の要望というものは、代替地が欲しいという要望が出ておりまして、代替

地として事業で認められる代替地というものは、相手が望んでいるような代

替地は認められないということで用地買収ができていないという状況になっ

ているということです。町としてもこのまま歩行者の安全確保をできないため、

県において用地交渉を続けてもらいたいという考えでおりますので、一日も

早く歩道が完成できるよう町のほうも一緒に行動していければというふうに

考えております。 

  次に、３の生活道路の樹木の枝の伐採の処理基準についてですが、伐

採の基準の関係ですが、道路管理者による口頭の指導と文書の指導という

ものがありまして、根拠となる法令は道路法の 43条の２項、道路に土石、

竹木等の物件を堆積し、その道路の構造または交通に支障を及ぼすおそ

れがある行為、次に道路法の 42条の１項に道路管理者の義務ということで、

道路管理者は道路を常時良好な状態に保つよう維持し、修繕し、かつ一般

道路に支障を及ぼさないよう努めなければならない。また次に、道路法の

32条に、道路の不法占用というものと、道路構造令12条に建築限界という

ものがございまして、車道に当たっては高さ 4.5 メートル、歩道に当たって

は高さ 2.5 メートルというものがございまして、このような法律に基づきまし

て枝等の伐採について文書で地権者にお願いしているというものが現状で



ございまして、また区長さんを通して回覧等でもお願いしているというものが

現状です。過去６年間で個人に文書でお願いしたものが７件ありますが、７

件については全部が実行されていない。半分ぐらいしか実行されていないと

いう状況でございます。町としても今後は回覧等、また地権者に危ないとこ

ろについてはお願いをし、危険がないよう努力していきたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 次に、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 安藤議員さんの財政問題についてお答えをさせていただ

きます。 

  ３つ分かれているわけですが、１番の未曾有の経済危機、これがどう財

政への影響を及ぼすかという質問でございます。ご承知のとおり、議員さん

おっしゃるように昨年９月からの、リーマンブラザーズの破綻以降世界同時

不況という激震が世界中を駆けめぐっております。日本も決して例外でなく、

昨年末にはトヨタ等の日本を代表する企業の経営悪化のニュースの流れ、

2009年に入った後、さらなる内外主要企業の業績悪化の報道がなされて

おります。それに伴いまして非正規従業員の削減ですとか、内定取り消しだ

とか、雇用不安もますます広がってきております。政府は 21年度のＧＤＰの

実質成長率をゼロ％としておりましたけれども、マイナス成長は避けられな

いとの見通しを示しておる状況でございます。報道によりますと、10月から

12月期の日本経済は約 20兆円の需要不足となっていることで、一段の景

気悪化が再確認されたところであります。20兆円ということですけれども、

今まで長い景気拡大期があったわけですけれども、日本、それから中国も

そうですし、ヨーロッパのほうのユーロ圏のほうもそうですけれども、みんな

出超といいますか、輸出超過の状況で経済がいい状況になってきたわけで

す。輸出超過。それで一国、アメリカだけ輸入超過で、アメリカだけが物を一

人でたくさん買ってくれている状況で、ほかのところは輸出がなっていた。こ

ういうところが輸出と輸入のバランスが逆転をしてしまったわけです。今まで

輸出が出超のところが、そういうようなところにあるわけで、金融不況という

のは、金融確かに不況なのですけれども、物の流れによる影響というのが

アメリカ以外のところではすごくそういうものがあるのではないかというふう

に思います。 

  そういう中で今後の見通しというのはさまざまな議論がありますけれども、

本当に予断を許さない、今のままの経済のシステムでいけば、アメリカが購

買力が回復しない限り、今までの状況ですともとに戻らないという状況であ

るわけです。しかし、今までのシステムをどうにか変えていこうというのがア



メリカ大統領を初め世界の国々が取り組んでいる状況ですので、どう動いて

いくか、大変関心を持って当たっていかなければいけないというふうに思っ

ております。 

  それで、町の財政ですけれども、町税が、特に法人税、地方交付税、自

動車等取得税交付金などの税収及び交付金等の急減が、大きく減る、急に

減ることが憂慮されております。平成 21年度はさらに固定資産税において

も評価替えのため収入減となることが予想され、町において予測し得ぬ難

問を突きつけられた形になっております。これは本町を初め多くの自治体が

直面している危機ではないかと考えられます。ご承知のとおり本町の平成

21年度予算編成においても、以前から他の自治体より少なかった基金をさ

らに取り崩しをいたしまして、本当に底をついてしまいました。交付税におい

ても臨時財政対策債を合計すると増額となりますが、不交付団体が大幅に

交付税をもらうことになるだろう、そういうことを考えますと、大幅増は期待が

持てない状況であります。しかし、平成 22年度はここ２年間減少してきた公

債費も再び８億円台となりますので、財源不足額が大幅に拡大するであろう

ことは想像にかたくない状況でございます。しかし、どこの自治体もそうです

けれども、このピンチをいかにチャンスに変えるか、これが自治体の器量で

あると思うのです。職員数は減少を続けて、少数精鋭の中、町民や関係団

体のさまざまな皆様方のアイデアを持ち寄りまして、町を取り巻く情勢がい

かに厳しくとも、誤りなき町政運営に取り組んでいかなければいけないとい

うふうに考えております。 

  ２番目の行政改革のさらなる推進が必要だろうと、それについての考え

を述べなさいということでございます。おっしゃるとおりでございます。今まで

も行財政の改革を行ってきたわけですけれども、さらにこれを進めていかな

ければいけない状況でございます。お話の中で平成 18年７月に行財政改

革大綱を策定をし、それに基づく実施計画により行財政の改革を進めてき

たところでございます。行財政改革では、進捗率が 55％、ほぼ半数を超え

ている実施をしてきているわけでありますが、これまでも、乾いたぞうきんを

絞るようなという表現がありますが、そういう削減を行ってまいりました。職

員数も定員適正化計画の 21年度 155人となっているところを、現在 153

人となっており、平成 17年度と比較して８％も削減となっております。国の

人員では５％だったかと思うのですが、８％、それ以上の努力をしていると

いうことでございます。人件費についても当初予算ベースにおいて、平成 16

年と比較をいたしまして約１億円、平成 17年度からは総額４億円の削減を

してまいりました。今後はさらに職員給与においても、今回地域手当等の削

減などを決定させていただいたところでございます。実施計画には歳入にお



いて手数料の見直し、都市計画税の見直し、ごみ収集の有料化などが入っ

ておりましたけれども、現在の急激な経済状況の悪化状況下においてはこ

れ以上町民に負担をいただくことは難しい、再考する必要があろうと考えて

おります。ごみ収集の有料化については関係市町村との協議も継続中でご

ざいます。 

  先ほども申し上げましたとおり景気後退による国税、地方税の減収に伴

いまして、財源不足額が大幅に拡大するであろうことは想像にかたくない状

況でございます。このような状況下でございますので、政財界や経済の専門

家の間にもいろんな分析や対策について議論がされているようであります

が、不況の震源地となりましたアメリカにおいてもオバマ大統領のもとでさま

ざまな財政拡大的施策が行われるようであります。景気拡大のための公共

投資の必要性や財政改革を見直す動きもあれば、さらに進めるべきとの意

見もあるようでございます。100年に１度、マスコミではそのように報道され

ているこの経済状況下で、どのような方法がよいのかはさておき、当面どの

ような事業を行う場合も効率的な事業展開、効率的、効果的な事業展開へ

模索をして、さらなる徹底的な経費削減を行って対処をしていきたいと考え

ております。 

  それから、３番目ですけれども、住民要望に対するどのような手法という

ことでございます。毎々申し上げておりますような地域経営というやり方で行

っていきたいということは申し上げているとおりでございますが、町を取り巻

く実績は日々変化をしております。町民の方々の生活スタイルも大きく変化

をし、以前では考えられなかった状況となっております。例えて言うなら、バ

ブル期には開発一辺倒であったところが、現在では環境問題が主となって

きている。住民要望についても、町では区長要望を初め町民の声ボックス

やインターネットの要望受付など広く皆様方の意見、要望をいただく機会を

設けております。そして、住民の方や地域の方々の要望については、これま

でも大変多くいただいております。すぐできるものは柔軟に対応して、今後も

なるべく迅速に行っていきたいというふうに考えております。 

  地域の方々が安全で安心な生活を送っていただくこと、地域を愛し、活

力ある生活を行っていただける土台をつくっていくことは重要なことであると

考えております。要望においてはすぐ実現したいところですが、予算もかか

ることもございますので、住民要望の真の趣旨を的確にとらえながら事業の

緊急性、優先性、必要性など事業について細心の注意を図り、地域ででき

るもの、行政でやるべきことなど区分けをしていく必要もあろうかと考えてお

ります。こういうような状況で地域経営という手法で、地域と住民と行政と一

体となりましてこれからの町政を進めていきたいというふうに考えております。



どうぞよろしくお願いいたします。 

〇柳 勝次議長 再質問を許可いたします。 

  安藤欣男議員。 

〇11番（安藤欣男議員） 再質問をさせていただきます。 

  いろいろご答弁いただきました。順次再質問させていただきますが、今町

長おっしゃるように日本だけの問題ではありません、経済の厳しさは。ただ、

グローバル経済の中で貿易に立国する我が国ですが、そうした中で今一番

私が心配しているのは、逆に、今オバマ大統領も言っておりますが、バイア

メリカ、保護主義が各国台頭してくるのではないかなというふうな思いもする

わけですが、そうはいいながら、日本は経済の内需拡大をぜひやるというこ

とで進めているようでございますが、そうした中で嵐山町の予想といいましょ

うか、来年度もう既に固定資産税の見直しの年で、さらなる落ち込みが予想

される。法人税もしかりでございますし、個人町民税もしかり。当面、それは

先のことはちょっとわかりませんが、ここ来年、再来年、ここ何年かは税収

の落ち込みがどうしても出てくるだろうというふうなことは想定されますが、

企業誘致等々も一層進めて、やはり来てくれる業者があれば、財政の企業

支援課もつくるわけですから、そういう面で明るいものも求めていただきたい

なというふうに思っていますが、財源不足が予想されるというご答弁でござ

います。この財源不足をではどういうふうにクリアしていくかということになる

と、行財政改革ということに当然なるのですが、どのくらいの財源不足が起

こってくるという予想、わかりませんか。なかなか予想を超えた経済危機で

すから難しいなと思いますが、おわかりになりましたらお願いしたいと思って

います。 

  この行財政改革でございますけれども、町長就任以来、就任した途端大

変な財政状況で、それを何とか建て直しをしなくてはということで行財政改

革を進めました。私、古いのを見つけたら、16年の10月に嵐山町の状況と

いうので、こういうものをつくって、対策をとりながら今日まで来たわけです。

そうはいいながら、またまたこんな経済状況になったわけですから、町長、

気の毒だなあと思っておりますが、しかしながら町民に密着する行財政改革

も理解を得ながらやらなければならないということでございまして、人件費の

問題が、今後どういうふうに人事院勧告が出てくるかわかりませんが、私は

個人的には、昨年も議員の歳費についても低く抑えるべきだというふうに個

人的には思っておりまして、もとへ戻せという声が強かったものですからもと

には戻りましたが、今回町長からみずからの給与の引き下げ等々もやり、

職員も来年は地域手当をカットするというようなところまで来ているわけでご

ざいます。町民からはいろんな声がこれから出てくると予想されます。ボー



ナスにつきましても、大企業は定昇はやると、賞与については満額回答は

今のところできないというようなことも言っておりますが、将来的にはますま

す、経済の厳しい中ですが、少子高齢化の状況はもうどうしようもない、そう

いう中で進まざるを得ないので、この地方財政、なかなか厳しいと思います

が、できる限り国、県等の事業を、100％出しますよというような事業もある

わけですから、そうしたものを、今後鋭意努力して、町長みずから県に行っ

たりしながら有益な事業の導入を図っていただきたいなと思っています。こ

れについての考えをお願いしたいと思います。 

  それから、住民要望についてですが、こんな状況になってまいりまして、

今まで住民要望が町に出てきて、これに対してはこうですよという答弁が戻

っていると思うのです、各地域にです。この地域に戻っているものを見直し

をしなければならないというようなことも出てくるのではないかと思うのです

が、その辺についてはいかがでしょうか。住民要望に対して。 

  これから厳しい経済状況が続く、あるいはさっき申し上げましたように少

子高齢化の時代を迎えて税収が落ちてくるということになりますと、今まで

のような手法では行政展開できない。住民の協力を得て、住民に直結する

施策は住民の力をかりるということもせざるを得ないのではないかなと。予

算審議の中でも、町で、直営で工事をやったらどうかというようなことも出て

きましたが、私は新しい手法で、住民が仕事をやれるものについては、いろ

んな側溝の整備だとかそうしたものは、住民に町が資材費を出したり何かし

て、そういうやり方を今後検討しなければいけないのではないかなと思うの

ですが。現に昨年の農地・水・環境構造対策事業の中で、私は地元でそれ

の形で、古いＵ字溝を使ったりして、昨年と今年と２カ所ばかり排水路の整

備をいたしました。これは公共事業ではありませんからそんなに設計図も、

若干はつくりますけれども、事業をやっている人に頼んで、古い資材を使っ

て、手間は出ますということで事業展開しましたが、大変安くできました。地

元からも喜んでもらいました。こういうことがやればできる。生活道について

も、何も４メートルに改良しなくてはだめだとか、そういうことではなくて、今の

時代ですから当面間に合えば２メートル、３メートル以下だって、２メートルだ

っていいと思うのです。生活道に必要なところは仮舗装にするとか、そういう

ことで、それは地元で関係者に幾らか出していただきたいという手法で、何

か新しい形でできないかどうか、そういうことも、これは提言の一つ、提言も

申し上げるわけですが、進め方についてはお伺いしたいと思います。 

  それから、県道の改良につきましては、玉川―小川―秩父線については

21、22で始まりますということでございまして、23年には完了の予定だとい

うことで、よかったなあと思っておりますが、18年度の地元説明会でござい



ましたが、状況が変わってきているところも、地権者がかわっているところも

あるのではないかと思うのですが、この間についてはもう既に了解済みなの

かどうか。一部開発をするところがありますから、そこの関係がどうなってく

るのか。それから、どちら側に歩道ができるのか。片側ですか、両側ですか。

片側の場合にどちら側に、はっきり申し上げますと、では小川に向かってど

っちら側に歩道ができるのか。既に設計ができているということですから、お

伺いできればと思っております。 

  それから、２番目のときがわ―熊谷線でございますが、用地交渉で困難

だと。代替地の問題で解決ができないということなのですが、この代替地と

いうのは、歩道を設置する部分の代替地を要求されているだけなのか、希

望が合わなかったのかどうか。建物がありますが、それを移動というか、引

っ張っていかなくてはならない部分があって、それに付随するような代替地

の要求があったのかどうか、その辺をお伺いしたいと思っております。 

  それから、３番目ですが、道路法上、口頭あるいは文書で改善をお願い

できるということでございますが、ただお願いしても、今答弁いただいてびっ

くりしておりますが、７件要望して、やってもらえたのは半分だということです。

特に町道と生活道と私は分けて話したが、昔は生活道なんかは道普請とい

う、田舎では道普請ということがあったのです。そのときにみんなが出て処

理をしたり何かしました。今はなかなか道普請なんかも少なくなってまいりま

した。みんなで道路の障害物を処理する状況が変わってきてしまった。すべ

て町にお願いしようという。そういうことができた、行政展開ができたこともあ

るわけなのですが、これらについても地元の方々に協力をお願いするとか、

地元の方がやってくれたときに機械代なんかも出せるのかどうか。それから

もう一点、地域コミュニティー事業なんかもこれはあるわけですけれども、こ

ういうものの中で生活道の樹木の伐採等々もお願いできればいいのではな

いかなと思うのですが、区長会議等々、区長さんにも協力をいただくような

要請をぜひ今後とも出していただくのがいいのかなと思うのですけれども、

見解をお聞きしたいと思います。 

  それとあわせて、農村部、あるいは市街地もそうですが、地権者といいま

しょうか、木が伸びているのは木の所有者がいるわけですけれども、それは

地権者だというふうに思っておりますが、この地権者の把握については町が

必要に応じて公表させてもらえるのかどうか、その辺についてお伺いします。 

  以上です。 

〇柳 勝次議長 それでは、順次答弁を求めます。 

  まず最初に、木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 お答えいたします。 



  １番の熊谷―小川―秩父線の関係なのですけれども、18年度に説明会を

やって、その後、地権者が動いているのではないかと、特に開発の場所だと

いうことですけれども、開発の場所につきましては、うちのほうで区域の申し

出ということでこれからしていくわけなのですけれども、その中で歩道用地

の確保するに当たって、そこまで後退をした形で開発の図面をつくってもら

っておりますので、そこの場所については地権者のほうも動いているわけで

すけれども、了承はしているということで、歩道ができる分については用地

が確保されているということで、協議は済んでおります。 

  それと、２番の歩道の代替地の関係なのですけれども、代替地につきま

しては、通常はつぶれ地の 1.5倍というのが用地買収の中で決められてい

るもので、それ以上の要求をされても、それは事業の代替地として認められ

ないということになるわけなのですけれども、この場所については、あそこの

土地の全部を買収をしてもらって、私は違うところを見つけてもらいたいとい

うのが地主さんの意向なのです。そういう形なので、なかなか交渉が進まな

かったというのが県のほうのあれで言っていることなのです。だから、つぶ

れた部分をわきのほうへお願いをしてということで大分県のほうも頑張って

きたみたいなのですけれども、この段階では成立しなかったというのがここ

まで来ている現状だということを聞いております。 

  それと３番の枝の関係なのですけれども、地域でやった場合に補助だと

か、そういうものが出るのかということでありますけれども、枝を切るのにチ

ェーンソーを使ったり、そういうことであれば町のほうとしても燃料費だとか、

そういうものについては対応できるのかなというふうに考えております。 

  また、区長会のときにそういうことで、地域でやるときにお願いはできな

いかということでありますので、そういう機会をとらえてお願いをしていきた

いと考えております。 

  それと、地権者の公表の関係なのですけれども、地権者につきましては

個人情報になってくるのかと思いますので、だれが持っているというあれは

ちょっと公表できないかなと。ただ、そこの地権者が持っている場所につい

ての枝を切りますよという連絡については町のほうがして、皆さんがやってく

れるということであれば、支障がないように対応を町もしていきたいというふ

うに考えております。 

  １番の歩道の関係なのですけれども、小川に向かって左側ということで

す。 

〇柳 勝次議長 続いて、岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 お答えいたします。 

  財政問題の１番でございまして、先ほど答弁をさせていただいた中に財



源の不足も起こり得る可能性があるという話を申し上げました。それはその

同じ答弁の中でも申し上げましたけれども、大変税収の予測なんかも難しい

わけであります。それと交付税がどうなるかということも、不交付団体のとい

うような話もありましたけれども、そういうような状況も踏まえて、すべて歳入

の部分が大変不確定要素が多い、そんなような状況もございまして、今幾ら

幾らというような計算はできないわけですが、そういうような可能性もあり得

ると。それにはですからしっかり歳入、歳出検討しながら事業展開を図って

いく必要があろうというふうに思います。 

  ２番目ですが、行財政の改革、さらなる推進が必要だということでござい

ます。それには事業の選択というようなものをしっかり考えていくべきだとい

うことでございます。国、県の事業にもいろいろあるから有利な事業を選ん

で、それらを積極的に取り入れていくような努力をしなさいということでござ

います。全くお説のとおりでございます。ここのところで繰越明許、幾つもこ

このところお願いをしたわけですけれども、さきのご検討をいただいた補正

の関係の中にもありますような事業につきましては、県内でも嵐山町の採用

していただいた分というのは大変多いのです、割合が。そういう面でも職員

の皆さん本当に頑張ってくれているなというふうに思うのですが、近隣でな

かなかそういう採用がならなかったようなものも、嵐山町では１つあり、２つ

あり、３つあり、４つありというようなことになっておりまして、大変ありがたい

状況でございます。今後においてもしっかりそういうようなものについて対応

ができる体制をとりながら、おっしゃるような有利な事業を選んでやれるよう

に努力をしていきたいというふうに思います。 

  それから、住民要望の見直しということでございます。新しい形で取り組

めないかということで意識の変化、それから視点をかえて何ができるかとい

うことでございます。いろいろ例もお話をいただいたわけですが、農地・水・

構造改善対策事業ですか、これなんかについても地域で行った事業は今ま

で町がやったり、県がやったり、やり方も違った形でやって、大変コスト的に

も有利な形でできたという話がございます。そういうようなことが取り入れら

れるかどうかも検討しながら、それと生活道路なんかの具体的な話もありま

した。４メーターのところが３メーターでもいいのではないかと。それで地域

がいいというなら、それでいいだろうというようなことも柔軟に考えて対応し

なさい。全くそのとおりだと思います。例えばこれから地域の集会所なんて

いうのがどんどん耐用年数が来て、改修、改築、新築というようなことに選

択を迫られる状況が出てくると思うのです。しかし、毎々申し上げております

ように少子化、高齢化、人口減少時代というようなことで考えたときに、今ま

でのそういう施設なんかが、今までの数がそれだけ必要であるかどうかとい



うことも、これからはやはり考えていく必要があるのではないかというような

こともあります。そういうようなことも人口動態を考える中で、いろんな地域

の中での動きというものがどういうふうになっていくのかも広く考えて、議員

さんおっしゃるように新しい意識を持って、新しい形で取り組めるものはない

かというのを、いつでもアンテナをしっかり高く掲げながら対応を図っていき

たいというふうに考えております。 

〇柳 勝次議長 先ほどの木村都市整備課長の答弁の中で訂正を求めら

れておりますので、これを許可します。 

  木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 まことに申しわけありません。先ほどの答弁の

中で歩道の位置なのですけれども、沼側で、小川に向かって右側でござい

ます。すみません。失礼しました。 

〇柳 勝次議長 安藤欣男議員。 

〇11番（安藤欣男議員） 財政問題については、町長からいろいろご答弁

いただきました。厳しいとは言いながら国も何とか景気浮揚策を当然考えて

いるでありましょうし、平成 21年度の国の予算も決定をしていく中で、また

新たな経済対策も入れてくるということの予想もされます。したがいまして、

いろんな事業が、地方自治体でやりなさいというような事業が出てくると思う

のです。そうしたものもやっぱりより一層アンテナを高くしてやるいうことです

から、やっていただけると思いますが、住民に直結する地方自治体でござい

ますし、この中で町の事業者がやれるような事業が出てくるとは思うのです

が、そうしたものも積極的に取り入れて、町内全体の経済の活性化を進めら

れるようなものも今後積極的に対応していただきたいなというふうに思って

おりますが、いかがでしょうか。それだけお聞きします。 

〇柳 勝次議長 それでは、答弁を求めます。 

  岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 視点を変える中で、町内全体の経済の活性化、ここのとこ

ろにしっかり光を当てて取り組みなさいというお話でございます。全くそのと

おりだと思うのです。それで、現在もいろんな形で町内に事業が流せるもの

については地元業者、そういうこともございますし、安藤議員さんおっしゃる

のはそうではなくて、業者ではなくて、地域にもできる仕事があったら一緒に

やれるのではないかというような新しいご提案でございまして、それも真剣

にこれから係で検討をさせていきたいというふうに思っております。 

  いずれにいたしましても今までと同じような考え方で、去年がこうだから、

今年はこうというようなことというのは通じない時代に今なってきているわけ

ですので、去年はこうだから、今年は去年と同じではだめなのだということが



出発点として考えていけるような、そういうような事業展開、考え方を持って

これからは当たっていきたいというふうに思っております。いろいろありがと

うございます。 

〇柳 勝次議長 どうもご苦労さまでした。 
 

    ◎散会の宣告 

〇柳 勝次議長 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

                             （午後 ４時４１分） 


